




大分大学大学院工学研究科博士後期課程アドミッション・ポリシー
基本理念
質の高い特色ある教育と研究を通じて，世界に通用する科学技術を創造し，もって地域に貢献するとと
もに，豊かな創造性，社会性及び人間性を備えた人材を育成することを理念とします。

教育・研究の目標
本学の教育・研究の目標を踏まえ，工学研究科博士後期課程においては，各専攻分野における高度でか
つ最先端の知識を身につけ，独立して研究を展開し，国際的に活躍できる指導的技術者・研究者を育成す
ることを目標とします。

求める学生像
前述の目標を達成するために，工学研究科博士後期課程においては次のような意欲と熱意をもった人を
求めます。
１ 科学技術を深く探求し，独創的研究に取り組む意欲を持つ人
２ 新たな分野や理論の創出に意欲を持つ人
３ 国際的視野や感覚をもち，世界的研究を目指す人
４ 人間性が豊かで，人類福祉に貢献しようとする志を持つ人

入学者入試の基本方針
本研究科では，前述の「求める学生像」にふさわしい人を選抜するために，一般入試のほかに特別入試
（社会人，外国人留学生）を実施し，学生を選考します。
・一般入試
志望する研究分野の基礎となる科目と英語の筆記試験，修士論文又は研究成果，志望する研究分野に
関する科目，入学後の研究計画等についての口述試験及び書類審査の結果を総合して選抜します。
・社会人入試
志望する研究分野に関する専門科目，英語，研究業績，入学後の研究計画等についての口述試験と書
類審査の結果を総合して選抜します。また，研究計画書及び職務履歴書について試問します。
・外国人留学生入試
一般入試に準じます。ただし，筆記試験は，志望する研究分野の基礎となる科目と日本語とします。
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OitaUniversityGraduateSchoolofEngineeringDoctoralCourse
AdmissionPolicy

MissionStatement:
ThefirstaimoftheDoctoralCourseistoconducthigh-qualityresearch,andtoprovidequality

educationthatwilldevelopstudentcreativity.Thesecondaimistoachieveglobalstandardsof

scienceandtechnologywhichwillenableresearcherstomakesignificantcontributionstothelocal

community.

EducationalandResearchObjectives:
Inlinewiththeeducationalandresearchobjectivesoftheuniversityasawhole,theobjectiveof

theGraduateSchoolofEngineeringDoctoralCourseistotrainleadingtechnicalexpertsand

researcherswhowouldgainadvancedandhigh-technologyknowledgeintheirrespectivefieldsof

specialization and capable of engaging in independent research and playing active roles

internationally.

RequiredQualifications:
Inordertoachievetheabovementionedaims,weseekcandidateswhohaveaninterestinandpassion

forscientificresearch.

1.Candidatesshouldshowaneagernesstoengageinmeaningfulscientificandtechnologicalinquiry,

andalsohavetheabilitytopursueoriginalandcreativeresearch.

2.Candidatesshouldhavethepotentialtoformulatenewfieldsandtheories.

3.Candidatesshouldhaveacosmopolitanoutlookandadesiretopursueresearchintheglobal

arena.

4.Theyshouldhaveasenseofunderstandinghumanityandbemotivatedtomakecontributionstothe

welfareofmankind.

SelectionProcessforAdmission:
Inordertoacceptcandidateswhohavethenecessaryqualificationslistedabove,theGraduate

Schooladministrationwillscreenapplicantsbymeansofregularadmissionandbymeansof

admissionsforworkingadultsandinternationalstudents.

・RegularAdmission
Candidateswillbeselectedonthebasisofacomprehensiveassessmentoftheirperformanceon

writtentestsofEnglishlanguageandonsubjectsrelatedtotheirintendedresearchfieldsin

doctoralcoursesandoninterviewsonMaster'sthesesorotherresearchachievementandwritten

documentscreeningsconcerningsubjectsrelatedtotheirintendedresearchfieldsandtheirplans

forresearchafteradmission.

－2－



・AdmissionforWorkingAdults
Candidateswillbeselectedonthebasisofacomprehensiveassessmentoftheirperformancein

interviewsandwrittendocumentscreeningsconcerningsubjectsrelatedtotheirintendedresearch

fields,Englishlanguage,researchachievementsandplansforresearchafteradmission.Theywill

alsobequestionedontheirresearchproposalsandworkhistories.

・AdmissionforInternationalStudents
Applicantswillbeassessedinaccordancewiththeproceduresforregularadmission.Also,

writtenexaminationswillcovermaterialtoapplicants’intendedresearchfieldandJapanese

language.
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秋 季 入 学

（平成23年10月入学）





１．入試日程

２.募集人員

※ 募集人員の中には，各専攻とも社会人入試の人員を含みます。
※ 外国人留学生入試による募集人員は若干名とし，私費外国人留学生は定員内とします。

３．出願資格
次のいずれかに該当する者
（１）修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成２３年９月までに取得見込みの者
（２）外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２３年９月ま
でに授与される見込みの者 ※（注１）参照

（３）我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２３年９月までに授与される見込みの者

（４）大学を卒業し，又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等
において，２年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該研究の成果等により，修士の
学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 ※（注２）参照

（５）本学大学院において，個別の出願資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同等
以上の学力があると認めた者で，２４歳に達した者 ※（注３）参照
※（注１）
外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学位
に相当する学位を授与された者を含む。
※（注２）
「出願資格の（４）」は，修士の学位を有しない者も，大学卒業の資格を有する者であれば，大学
卒業後大学や研究所等において，２年以上研究に従事した場合には，その研究の成果等について入学
を希望する大学院が個別に審査して，「修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があ
る」と認めた場合には，当該大学院が行う博士後期課程の入学試験の受験を認めるものです。（以下，
「出願資格認定」といいます。）
※（注３）
「出願資格の（５）」については，大学卒業資格を有しない者でも，短期大学，高等専門学校，専
修学校，各種学校の卒業生やその他教育施設の修了者等であって，２４歳以上の者は，大学院が行う
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第１次募集区分

平成23年7月22日（金）～平成23年7月29日（金）出願期間

平成23年8月17日（水）～平成23年8月18日（木）試験日

平成23年8月31日（水）合格者発表

募集人員
専 攻 名

平成２３年１０月入学

若干名物質生産工学専攻

若干名環 境 工 学 専 攻



個別の「出願資格認定」を受け，当該大学院博士後期課程の入学の出願を行うことができるとしてい
るものです。

◎ 「出願資格の（４）又は（５）」により受験する場合，その他，出願資格について疑問がある場
合は，出願前に，入試課に問い合わせてください。また，「出願資格認定」の手続きについては，
25ページの「大分大学大学院工学研究科博士後期課程出願資格認定について」を参照してください。

４．入学者選抜方法の区分
入学者選抜方法及びその受験資格は次のとおりです。
（１）一般入試

上記「３．出願資格」（１），（２），（３），（４）又は（５）のいずれかに該当する者で社
会人入試及び外国人留学生入試を希望しない者

（２）特別入試
① 社会人入試
次のいずれかに該当する者で社会人入試の受験を希望する者
・出願資格（１），（２）又は（３）に該当する者で，大学卒業後，企業等に２年以上正規職
員として勤務中であり，在職のまま入学を希望する者
・出願資格（４）に該当する者で，大学卒業後，企業等に４年以上（上記（４）による研究に
従事した２年以上の期間を含む。）正規職員として勤務中であり，在職のまま入学を希望す
る者
・出願資格（５）に該当する者で，当該学校等卒業後，企業等に４年以上正規職員として勤務
中であり，在職のまま入学を希望する者

② 外国人留学生入試
出入国管理及び難民認定法別表第１に定める「留学」の在留資格により在留する者又は在留し
ようとする外国人で，外国人留学生入試の受験を希望する者

５．出願手続
（１）出願受付期間
平成２３年７月２２日（金）から平成２３年７月２９日（金）までの間（土曜日，日曜日を除く）
受付時間は，９時から１７時まで
なお，郵送による場合は，７月２９日（金）１７時必着とします。

（２）出願方法
① 出願を希望する者は，あらかじめ志望する専攻の希望する指導教員と研究内容等について相談
の上，出願してください。
② 入学志願者は，下記の出願書類等を一括し，持参又は郵送により提出してください。
なお，郵送の場合は，所定の封筒を用い，必ず書留郵便としてください。
提出先 〒８７０－１１９２ 大分市大字旦野原７００番地

大分大学学生支援部入試課
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（３）出願書類等
◎ 一般入試

（注）1．出願資格（４）又は（５）に該当する者で修士の学位を有しない者は，「修了証明書」，「成績証
明書」「修士学位論文の要旨」を提出する必要はありません。
2．証明書は原本（ORIGINAL）とし，複写（COPY）は無効とします。
3．研究（希望）計画書は，希望指導教員の印鑑が必要です。
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本学所定の用紙に，必要事項を記入し，上半身正面向きの写真（４㎝×
３㎝）を所定欄に貼付してください。

入 学 志 願 書
受 験 票

出身大学長（研究科長）が作成したもの
（平成２３年９月本研究科博士前期課程修了見込者は提出する必要はあ
りません。）

修 了 （ 見 込 ）
証 明 書

出身大学長（研究科長）が作成し厳封したもの成 績 証 明 書
本学所定の用紙に2,000字（英語の場合は700words）以内で記入してく
ださい。
ただし，博士前期課程又は修士課程修了見込みの者は，修士論文の題目
とその研究の進捗状況について要約したもの
なお，関連した論文又は学術講演，特許等がある場合は，その写しを添
付してください。

修 士 学 位 論 文
の 要 旨

本学所定の用紙に，希望する研究テーマ又は分野に関して，その目的及
び構想について研究指導を希望する教員と相談のうえ1,000字（英語の場
合は500words）以内で記入してください。

研 究 （ 希 望 ）
計 画 書

以下のいずれかの方法により本学指定口座に振込んでください。
①金融機関（郵便局を含む）での振込
本学所定の振込用紙を用い，金融機関（郵便局を含む）窓口で振込手続
を行ってください。
②コンビニエンスストア（一部）での振込
本学ホームページ http://www.oita-u.ac.jp/
から振込専用ホームページへアクセスするか，直接下記ＵＲＬにアクセス
し，指示に従い振込手続を行ってください。
（振込専用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/
（携帯電話用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/mobile/
※フィルタリングサービスをご利用の携帯電話からは
アクセスできないことがあります。

振込み後は，①の場合は「郵便振替払込受付証明書（大学提出用）」を，
②の場合は収納証明書（コンビニエンスストアによっては領収書）を，受
験票下の貼付欄にはがれないように糊付けしてください。手数料は本人
負担です。
ただし，国費外国人留学生及び平成２３年９月に本学研究科博士前期
課程又は修士課程を修了見込みの者で，引き続き本課程に進学する者は
納付する必要はありません。

入学検定料振込
証 明 書
（30,000円）

本学所定の封筒に住所・氏名・郵便番号を記入し，３５０円分切手を
貼付してください。（出願書類等を持参する者は提出する必要はありま
せん。）

受験票返送用封筒

本学所定の用紙に記入してください。合 格 通 知 用
住 所 シ ー ル



◎ 社会人入試
本要項９ページの「一般入試の出願書類」に定めるもののほかに，下記の書類を提出してください。

◎ 外国人留学生入試
本要項９ページの「一般入試の出願書類」に定めるもののほかに，下記の書類を提出してください。

６．入学者の選抜方法
（１）選抜方法の内容
① 一般入試
選考は，学力検査及び書類審査により行います。
学力検査は，筆記試験（専門科目，英語）及び口述試験により行います。

② 社会人入試
選考は，学力検査及び書類審査により行います。
学力検査は，口述試験により行います。

③ 外国人留学生入試
一般入試に準じて行います。ただし，筆記試験は，専門科目と日本語を課します。

（２）筆記試験の内容
① 専門科目（志望する研究分野の基礎となる科目）
② 英語（外国人留学生入試は日本語）

（３）口述試験の内容
① 一般入試における口述試験
口述試験は，修士論文（修了見込みの者は研究の進捗状況）又は研究成果，志望する研究分野
に関する科目，入学後の研究計画等について行います。
② 社会人入試における口述試験は，志望する研究分野に関する専門科目，英語，研究業績，入学
後の研究計画等について行います。
また，研究計画書及び職務履歴書について試問します。

③ 外国人留学生入試における口述試験は，一般入試における口述試験に準じて行います。
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本学所定の用紙に，職務内容，学術論文，研究報告，著書，特
許・実用新案等社会における研究活動状況を示すものを記入して
ください。

職 務 履 歴 書
（その１ 職務内容）
職 務 履 歴 書
（その２ 論文・発表・特許等）

本学所定の用紙に，勤務先の所属長等が作成したもの入 学 承 諾 書

既に，日本に在住する外国人で外国人登録済証明書を受けてい
る場合

外 国 人 登 録 原 票
記 載 事 項 証 明 書

外国人留学生で，日本政府（国費）の留学生は，それを証明す
るものを添付してください。（出身大学の担当部署の証明とし，
様式は問いません。）

国 費 外 国 人 留 学 生
証 明 書



（４）学力検査の日時，場所等
① 学力検査の日時
イ．一般入試及び外国人留学生入試

（注）平成２３年９月に本研究科博士前期課程を修了見込みの者は，筆記試験を免除します。

ロ．社会人入試

② 検査場 大分大学工学部
大分市大字旦野原７００番地

７．合格者発表
平成２３年８月３１日（水）午前１０時に中央掲示板（大分大学教養教育棟前）に掲示するとともに，
合格者には合格通知書を送付します。
また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を掲載します。
なお，電話による合否の問い合わせには一切お応えできません。

８．入学手続
合格者には，合格通知とともに入学手続きに必要な案内を送付します。

９．入学料及び授業料
① 入学料 282,000円
（注）国費外国人留学生及び平成２３年９月に本学研究科博士前期課程又は修士課程を修了し，引き
続き本課程に進学する者は納付する必要はありません。

② 授業料（年額） 535,800円（前期分 267,900円 後期分 267,900円）
（注）１．入学料・授業料については，免除・徴収猶予・奨学融資の制度があります。申請手続きは

入学料・授業料の納付前に行う必要がありますので，詳細については学生支援課奨学支援グ
ループ（TEL097－554－7386）へ問い合わせてください。

２．授業料については，希望により前期分の納付の際に後期分も合わせて納入することができ
ます。
３．入学料，授業料は改定の可能性があります。在学中に授業料改定が行われた場合には，新
授業料が適用されます。
４．国費外国人留学生については，納付する必要はありません。
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試 験 時 間試 験 区 分期 日

９：００～１１：００専 門 科 目
筆 記 試 験

平成２３年８月１７日（水）
１１：３０～１２：３０英語又は日本語

１３：３０～口 述 試 験

試 験 時 間試 験 区 分期 日

１３：３０～口 述 試 験

平成２３年８月１７日（水）
又は
平成２３年８月１８日（木）
のどちらかの日で受験者が
希望する日



10．注意事項
（１）試験室等の配置図を学力検査当日に渡します。
（２）一般入試及び外国人留学生入試における筆記試験受験者は，試験当日８時４０分までに工学部学
務係に集合してください。

（３）社会人入試受験者は，試験当日１３時１０分までに工学部学務係に集合してください。
（４）出願書類等の不備なものは受理しません。
（５）受理した出願書類及び検定料は，いかなる理由があっても返還しません。
（６）本学所定の用紙に記入の際は，パソコン又はワープロ等を使用しても差し支えありません。
（７）出願書類様式中，「修士学位論文要旨」，「研究（希望）計画書」，「職務履歴書」（社会人特別選抜
用），「入学承諾書」（社会人入試用），出願資格認定願書（出願資格認定用），「出願資格認定審査
調書」（出願資格認定用），「研究業績調書」（出願資格認定用）については，本様式に準じて，パソ
コン又はワープロ等を使用して別途作成したものを使用することは差し支えありません。
なお，マイクロソフトワード文書ファイル（windows版）で作成した上記出願書類様式の配布を
希望される方は，大分大学ホームページからダウンロードできます。詳細は入試課（TEL097－
554－6701）へ問い合わせてください。

（８）入学志願者から提出された出願書類等に記載されている個人情報については，独立行政法人等の
保有する個人情報の保護に関する法律及び国立大学法人大分大学個人情報保護ポリシーに基づき，
入学者選抜に係る業務・統計処理などの付随する業務以外には利用しません。ただし，入学料・授
業料免除（猶予）及び奨学金を申請した者にあっては，選考資料として利用します。

（９）記載事項に虚偽の記入をした者は，入学後でも入学許可を取り消すことがあります。
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春 季 入 学
（平成24年４月入学）

秋 季 入 学
（平成24年10月入学）





１．入試日程

※ 募集人員に満たない場合は，第３次募集まで実施予定です。
※ 第２次募集，第３次募集を行う場合は，大分大学ホームページでお知らせします。

２．募集人員

※ 募集人員の中には，各専攻とも社会人入試の人員を含みます。
※ 外国人留学生入試による募集人員は若干名とし，私費外国人留学生は定員内とします。
※ 平成２４年度の各専攻の募集人員は，４月入学，１０月入学あわせて６名です。
※ なお，現在，入学定員の変更を計画しており，決定次第，本学ホームページ等でお知らせします。
（公表予定日：平成２３年９月初旬）

３．出願資格
平成２４年４月入学
次のいずれかに該当する者
（１）修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成２４年３月までに取得見込みの者
（２）外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２４年３月ま
でに授与される見込みの者 ※（注１）参照

（３）我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２４年３月までに授与される見込みの者

（４）大学を卒業し，又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等
において，２年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該研究の成果等により，修士の
学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 ※（注２）参照

（５）本学大学院において，個別の出願資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ
ると認めた者で，２４歳に達した者 ※（注３）参照
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第３次募集第２次募集第１次募集区分

平成24年2月29日（木）
～平成24年3月7日（水）

平成24年1月27日（金）
～平成24年2月3日（金）

平成23年7月22日（金）
～平成23年7月29日（金）出願期間

平成24年3月13日（火）
～平成24年3月14日（水）

平成24年2月15日（水）
～平成24年2月16日（木）

平成23年8月17日（水）
～平成23年8月18日（木）試験日

平成24年3月20日（火）平成24年2月24日（金）平成23年8月31日（水）合格者発表

募集人員
専 攻 名

平成２４年１０月入学平成２４年４月入学

６名物質生産工学専攻

６名環 境 工 学 専 攻



平成２４年１０月入学
次のいずれかに該当する者
（１）修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成２４年９月までに取得見込みの者
（２）外国において，修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２４年９月ま
でに授与される見込みの者 ※（注１）参照

（３）我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し，修士の学位
又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成２４年９月までに授与される見込みの者

（４）大学を卒業し，又は外国において学校教育における１６年の課程を修了した後，大学，研究所等
において，２年以上研究に従事した者で，本学大学院において，当該研究の成果等により，修士の
学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者 ※（注２）参照

（５）本学大学院において，個別の出願資格審査により，修士の学位を有する者と同等以上の学力があ
ると認めた者で，２４歳に達した者 ※（注３）参照

※（注１）
外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門職学位
に相当する学位を授与された者を含む。
※（注２）
「出願資格の（４）」は，修士の学位を有しない者も，大学卒業の資格を有する者であれば，大学
卒業後に大学や研究所等において，２年以上研究に従事した場合には，その研究の成果等について入
学を希望する大学院が個別に審査して，「修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力が
ある」と認めた場合には，当該大学院が行う博士後期課程の入学試験の受験を認めるものです。（以
下，「出願資格認定」といいます。）
※（注３）
「出願資格の（５）」については，大学卒業資格を有しない者でも，短期大学，高等専門学校，

専修学校，各種学校の卒業生やその他教育施設の修了者等であって，２４歳以上の者は，大学院が行
う個別の「出願資格認定」を受け，当該大学院博士後期課程の入学の出願を行うことができるとして
いるものです。

◎ 「出願資格の（４）又は（５）」により受験する場合，その他，出願資格について疑問がある場
合は，出願前に，入試課に問い合わせてください。また，「出願資格認定」の手続きについては，
25ページの「大分大学大学院工学研究科博士後期課程出願資格認定について」を参照してください。

４．入学者選抜方法の区分
入学者選抜方法及びその受験資格は次のとおりです。

（１）一般入試
上記「３．出願資格」（１），（２），（３），（４）又は（５）のいずれかに該当する者で社会
人入試及び外国人留学生入試を希望しない者

（２）特別入試
① 社会人入試
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次のいずれかに該当する者で社会人入試の受験を希望する者
・出願資格（１），（２）又は（３）に該当する者で，大学卒業後，企業等に２年以上正規職員
として勤務中であり，在職のまま入学を希望する者
・出願資格（４）に該当する者で，大学卒業後，企業等に４年以上（上記（４）による研究に従
事した２年以上の期間を含む。）正規職員として勤務中であり，在職のまま入学を希望する者
・出願資格（５）に該当する者で，当該学校等卒業後，企業等に４年以上正規職員として勤務中
であり，在職のまま入学を希望する者

② 外国人留学生入試
出入国管理及び難民認定法別表第１に定める「留学」の在留資格により在留する者又は在留し
ようとする外国人で，外国人留学生入試の受験を希望する者

５．出願手続
（１）出願受付期間

平成２３年７月２２日（金）から平成２３年７月２９日（金）までの間（土曜日，日曜日を除く）
受付時間は，９時から１７時まで
なお，郵送による場合は，７月２９日（金）１７時必着とします。
※第２次募集・第３次募集の日程は１５ページ「１．入試日程」をご参照下さい。

（２）出願方法
① 出願を希望する者は，あらかじめ志望する専攻の希望する指導教員と研究内容等について相談
の上，出願してください。
② 入学志願者は，下記の出願書類等を一括し，持参又は郵送により提出してください。
なお，郵送の場合は，所定の封筒を用い，必ず書留郵便としてください。
提出先 〒８７０－１１９２ 大分市大字旦野原７００番地 大分大学学生支援部入試課
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（３）出願書類等
◎ 一般入試

（注）1．出願資格（４）又は（５）に該当する者で修士の学位を有しない者は，「修了証明書」，「成績証明書」，
「修士学位論文の要旨」を提出する必要はありません。
2．証明書は原本（ORIGINAL）とし，複写（COPY）は無効とします。
3．研究（希望）計画書は，希望指導教員の印鑑が必要です。
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本学所定の用紙に，必要事項を記入し，上半身正面向きの写真（４㎝×
３㎝）を所定欄に貼付してください。

入 学 志 願 書
受 験 票

出身大学長（研究科長）が作成したもの
（平成２４年３月本研究科博士前期課程修了見込者は提出する必要はあ
りません。）

修 了 （ 見 込 ）
証 明 書

出身大学長（研究科長）が作成し厳封したもの成 績 証 明 書
本学所定の用紙に2,000字（英語の場合は700words）以内で記入してく
ださい。
ただし，博士前期課程又は修士課程修了見込みの者は，修士論文の題目
とその研究の進捗状況について要約したもの
なお，関連した論文又は学術講演，特許等がある場合は，その写しを添
付してください。

修 士 学 位 論 文
の 要 旨

本学所定の用紙に，希望する研究テーマ又は分野に関して，その目的及
び構想について研究指導を希望する教員と相談のうえ1,000字（英語の場
合は500words）以内で記入してください。

研 究 （ 希 望 ）
計 画 書

以下のいずれかの方法により本学指定口座に振込んでください。
①金融機関（郵便局を含む）での振込
本学所定の振込用紙を用い，（郵便局を含む）窓口で振込手続を行って

ください。
②コンビニエンスストア（一部）での振込
本学ホームページ http://www.oita-u.ac.jp/
から振込専用ホームページへアクセスするか，直接下記ＵＲＬにアクセス
し，指示に従い振込手続を行ってください。
（振込専用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/
（携帯電話用ＵＲＬ）http://www.oita-u.net/mobile/
※フィルタリングサービスをご利用の携帯電話からは
アクセスできないことがあります。

振込み後は，①の場合は「郵便振替払込受付証明書（大学提出用）」を，
②の場合は収納証明書（コンビニエンスストアによっては領収書）を，受
験票下の貼付欄にはがれないように糊付けしてください。手数料は本人
負担です。
ただし，国費外国人留学生及び平成２４年３月又は平成２４年９月に
本学研究科博士前期課程又は修士課程を修了見込みの者で，引き続き本
課程に進学する者は納付する必要はありません。

入学検定料振込
証 明 書
（30,000円）

本学所定の封筒に住所・氏名・郵便番号を記入し，３５０円分切手を
貼付してください。（出願書類等を持参する者は提出する必要はありま
せん。）

受験票返送用封筒

本学所定の用紙に記入してください。合 格 通 知 用
住 所 シ ー ル



◎ 社会人入試
本要項18ページの「一般入試の出願書類」に定めるもののほかに，下記の書類を提出してください。

※ 出願受付期間，試験日時については，４月入学及び１０月入学について同一日程で行います。
◎ 外国人留学生入試
本要項18ページの「一般入試の出願書類」に定めるもののほかに，下記の書類を提出してください。

※ 出願受付期間，試験日時については，４月入学及び１０月入学について同一日程で行います。

６．入学者の選抜方法
（１）選抜方法の内容
① 一般入試
選考は，学力検査及び書類審査により行います。
学力検査は，筆記試験（専門科目，英語）及び口述試験により行います。

② 社会人入試
選考は，学力検査及び書類審査により行います。
学力検査は，口述試験により行います。

③ 外国人留学生入試
一般入試に準じて行います。ただし，筆記試験は，専門科目と日本語を課します。

※ 博士前期課程又は修士課程在学中の者については，第１次選考と第２次選考により入学者選抜を行
います。
第１次選考は，学力検査及び書類審査により平成２３年８月１７日（水）に行い，第２次選考は，
第１次選考合格者を対象として，修士論文が完成する頃に別途各専攻から通知する日程（平成２４年
３月博士前期課程又は修士課程修了予定者については，平成２４年２月中旬，平成２４年４月以降の
博士前期課程又は修士課程修了予定者については平成２４年８月中旬）で，口述試験により行います。

（２）筆記試験の内容
① 専門科目（志望する研究分野の基礎となる科目）
② 英語（外国人留学生入試は日本語）

（３）口述試験の内容
① 一般入試における口述試験
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本学所定の用紙に，職務内容，学術論文，研究報告，著書，特
許・実用新案等社会における研究活動状況を示すものを記入して
ください。

職 務 履 歴 書
（その１ 職務内容）
職 務 履 歴 書
（その２ 論文・発表・特許等）

本学所定の用紙に，勤務先の所属長等が作成したもの入 学 承 諾 書

既に，日本に在住する外国人で外国人登録を受けている場合外 国 人 登 録 原 票
記 載 事 項 証 明 書

外国人留学生で，日本政府（国費）の留学生は，それを証明す
るものを添付してください。（出身大学の担当部署の証明とし，
様式は問いません。）

国 費 外 国 人 留 学 生
証 明 書



口述試験は，修士論文（修了見込みの者は研究の進捗状況）又は研究成果，志望する研究分野
に関する科目，入学後の研究計画等について行います。
② 社会人入試における口述試験は，志望する研究分野に関する専門科目，英語，研究業績，入学
後の研究計画等について行います。
また，研究計画書及び職務履歴書について試問します。

③ 外国人留学生入試における口述試験は，一般入試における口述試験に準じて行います。

（４）学力検査の日時，場所等
① 学力検査の日時
イ．一般入試及び外国人留学生入試

※ 第２次募集・第３次募集の日程は１５ページ「１．入試日程」をご参照下さい
（注）平成２４年３月，又は平成２４年９月に本研究科博士前期課程を修了見込みの者は，筆記試
験を免除します。

ロ．社会人入試

※ 第２次募集・第３次募集の日程は１５ページ「１．入試日程」をご参照下さい。
② 検査場 大分大学工学部

大分市大字旦野原７００番地

７．合格者発表
平成２３年８月３１日（水）午前１０時に中央掲示板（大分大学教養教育棟前）に掲示するとともに，
合格者には合格通知書を送付します。
また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を掲載します。
ただし，電話による合否の問い合わせには一切お応えできません。
なお，平成２４年３月以降に博士前期課程又は修士課程を修了見込みの者については，以下の要領で
合格者発表を行います。
① 第１次選考の合格者発表…平成２３年８月３１日（水）午前１０時に中央掲示板（大分大学教養
教育棟前）に掲示するとともに，合格者には第１次合格通知書を送付します。
② 第２次選考の合格者発表……平成２４年３月博士前期課程又は修士課程修了予定者については，
平成２４年２月下旬に，平成２４年４月以降博士前期課程又は修士課程修了予定者については，平
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試 験 時 間試 験 区 分期 日

９：００～１１：００専 門 科 目
筆 記 試 験

平成２３年８月１７日（水）
１１：３０～１２：３０英語又は日本語

１３：３０～口 述 試 験

試 験 時 間試 験 区 分期 日

１３：３０～口 述 試 験

平成２３年８月１７日（水）
又は
平成２３年８月１８日（木）
のどちらかの日で受験者が
希望する日



成２４年９月上旬に中央掲示板（大分大学教養教育棟前）に掲示するとともに，合格者には合格通
知書を送付します。また，本学ホームページ（http://www.oita-u.ac.jp/）にも合格者受験番号を
掲載します。
※第２次募集・第３次募集の日程は１５ページ「１．入試日程」をご参照下さい。

８．入学手続
合格者には，合格通知とともに入学手続きに必要な案内を送付します。

９．入学料及び授業料
① 入学料 282,000円
（注）国費外国人留学生及び平成２４年３月に本学研究科博士前期課程又は修士課程を修了し，引き
続き本課程に進学する者は納付する必要はありません。また，平成２４年９月に本学研究科博士
前期課程又は修士課程を修了し，引き続き本課程に進学する者も納付する必要はありません。

② 授業料（年額） 535,800円（前期分 267,900円 後期分 267,900円）
（注）１．入学料・授業料については，免除・徴収猶予・奨学融資の制度があります。申請手続きは

納付前に行う必要がありますので，学生支援課奨学支援グループ（TEL097－554－7386）
へ問い合わせてください。
２．授業料については，希望により前期分の納付の際に後期分も合わせて納付することができ
ます。
３．入学料，授業料は改定の可能性があります。在学中に授業料改定が行われた場合には，新
授業料が適用されます。
４．国費外国人留学生については，納付する必要はありません。

10．注意事項
（１）試験室等の配置図を学力検査当日に渡します。
（２）一般入試及び外国人留学生入試における筆記試験受験者は，試験当日８時４０分までに工学部学
務係に集合してください。

（３）社会人入試受験者は，試験当日１３時１０分までに工学部学務係に集合してください。
（４）出願書類等の不備なものは受理しません。
（５）受理した出願書類及び検定料は，いかなる理由があっても返還しません。
（６）本学所定の用紙に記入の際は，パソコン又はワープロ等を使用しても差し支えありません。
（７）出願書類様式中，「修士学位論文要旨」，「研究（希望）計画書」，「職務履歴書」（社会人選抜用），
「入学承諾書」（社会人選抜用），「出願資格認定願書」（出願資格認定用），「出願資格認定審査調
書」（出願資格認定用），「研究業績調書」（出願資格認定用）については，本様式に準じて，パソコ
ン又はワープロ等を使用して別途作成したものを使用することは差し支えありません。
なお，マイクロソフトワード文書ファイル（windows版）で作成した上記出願書類様式の配布を

希望される方は，大分大学ホームページからダウンロードできます。詳細は入試課（TEL097－
554－6701）へ問い合わせてください。

（８）入学志願者から提出された出願書類等に記載されている個人情報については，独立行政法人等の
保有する個人情報の保護に関する法律及び国立大学法人大分大学個人情報保護ポリシーに基づき，
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入学者選抜に係る業務・統計処理などの付随する業務以外には利用しません。ただし，入学料・授
業料免除（猶予）及び奨学金を申請した者にあっては，選考資料として利用します。

（９）記載事項に虚偽の記入をした者は，入学後でも入学許可を取り消すことがあります。
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共 通 事 項

・大分大学大学院工学研究科博士後期課程
出願資格認定について

・長期履修制度について

・障がいのある者等の事前相談について

・博士後期課程教育研究分野

・大分大学位置図及び学内案内図





大分大学大学院工学研究科博士後期課程出願資格認定について

１．修士の学位を有しない者で７，１５ページの「出願資格（４）又は（５）」の「出願資格認定」によ
り出願す者は，出願する前に工学研究科の行う「出願資格認定」を受ける必要があります。事前に，電
話等により入試課に申し出のうえ，別添「出願資格認定願書」に「出願資格認定審査調書」，「研究業
績調書」，卒業証明書並びに論文等の別刷又は写し（各1部又は1冊）を添付し，下記期間までの間に入
試課へ提出してください。（なお，論文等の別刷又は写しについては，返却します。）
また，別添出願資格認定願書等のマイクロソフトワード文書ファイル（windows版）の配布を希望す
る場合は，大分大学ホームページからダウンロードできます。詳細は入試課（TEL097－554－6701）
へ問い合わせてください。

第 １ 次 募 集 ： 平成２３年７月５日（火）～平成２３年７月１２日（火）
第 ２ 次 募 集 ： 平成２４年１月１２日（木）～平成２４年１月１９日（木）
第 ３ 次 募 集 ： 平成２４年２月６日（月）～平成２４年２月１４日（火）

２．出願資格認定の結果は，平成２３年７月２１日（木）までに通知します。
【第２次募集は平成２４年１月２６日（木），第３次募集は平成２４年２月２８日（火）】

３．出願手続は，出願資格認定の結果を受けてから行ってください。

長期履修制度について
大分大学大学院工学研究科博士後期課程においては，社会人入学者等について，長期履修を認めています。
長期履修制度とは，職業を有している等の事情により，常時大学で勉学することが困難な学生に対して，
標準修業年限（博士後期課程は３年）を超えて，３年６月以上６年以内の希望する期間で計画的に教育課
程を履修し課程を修了することができる制度です。この間の授業料は，履修期間に応じて按分することと
しています。
長期履修制度を適用される者は次に掲げる学生です。
一 社会人学生
二 研究科長が特に必要と認めた学生
長期履修を希望する場合は，入学手続き時又は入学後１年以内に申請することとしています。

障がいのある者等の事前相談について
本学へ入学を志願する者のうち，障がいのある者等で，受験上及び就学上特別の配慮を必要とする場合
は，平成２３年７月２９日（金）までに，下記の事項を記載して（様式任意），医師の診断書を添え入試
課に提出してください。
【第２次募集は平成２４年２月３日（金），第３次募集は平成２４年３月７日（水）】

・障がいの種類・程度
・受験の際に特別な配慮を希望する事項
・就学の際に特別な配慮を希望する事項
・日常生活の状況及びその他参考となる事項
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博士後期課程教育研究分野

１．専攻の概要

【物質生産工学専攻】
現代社会を構成する機能要素としての物質の機能の解明，生産技術の開発，さらに物質に付加された各
種の情報の生産と処理技術に関する教育研究を行います。
科学技術の発展は，新しい物質の発見と，それを生産する技術の改良によって支えられてきました。新
規な機能を有する物質の発見と効率的生産がさらに新しい技術を生み出し，大量生産を可能にするととも
に産業の発展を促してきました。近年は先端技術分野で用いられる物質に対する要求が高度化し，従来と
は異なった発想に基づく創造的生産技術が求められています。これからは，個々の過程を別個にとらえる
のではなく，高い機能を有する物質の設計から機能を発現させる製造技術，そして高品質大量生産を可能
にする生産プロセスまで，一つのシステムとしてとらえることが必要です。本専攻は，新規な物質の開発
と生産技術，及びシステム化をめぐる課題を取り上げて教育研究を行います。

物質生産工学における３大講座の概要は次のとおりです。

○機能物質工学講座
従来からある無機材料・有機材料・高分子材料の高機能化及びそれらの複合化，ニューセラミックス，
磁性材料などの新素材やエネルギー変換材料の合成・設計・評価，物質の構造と機能の関係など，今後
の技術革新の鍵を握る高機能性材料の合成及び機能発現に関する教育研究を行います。
○生産プロセス工学講座
革新的な生産技術を開発するうえで必要となる設計生産工程のシステム的アプローチ，生産工程にお
ける動的特性の解析や精密生産技術の開発，さらにはこれらを可能にする自動制御システムや電源シス
テムなど，生産プロセス全般にかかわる教育研究を行います。
○生産情報工学講座
製品の品質管理手法や製造工程における数理計画，情報化を進めるうえで重要な情報通信システム，
人間を含めた生産工程や生産システムの効率化や管理に必要な並列分散処理，データベースシステム，及
びソフトウェア工学など，開発から製造に至る生産プロセスのシステム化に関する教育研究を行います。

【環境工学専攻】
人類の諸活動が環境に与えるインパクトを解明するために，エネルギーと環境の関連，快適な環境の計
画と設計，さらに知的活動の支援や環境をコントロールするための情報システムに関する教育研究を行い
ます。
科学技術の進歩とともに生産活動が活発になるのに伴い，人間を取り巻く環境は急速に変化しています。
無限とも思われてきた環境容量を超える生産活動は，今や地球規模で環境に重大な影響を及ぼしつつあり，
調和のとれた発展が強く望まれます。一方，情報化社会の到来・生活水準の高度化などに伴い，快適な生
活環境に対する要求が強くなっています。このような社会の要求に応えるためには，単なる問題解決型の
取り組みのみによるものではなく，快適な自然環境と調和の取れた人工環境の創造という視点に立った人
間工学的，情報・システム科学的観点からのアプローチが必要です。本専攻は，環境をめぐる種々の課題
をエネルギー，環境設計，及び環境情報の観点から取り上げて教育研究を行います。
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環境工学専攻における３大講座の概要は次のとおりです。

○エネルギーシステム工学講座
エネルギーの発生・輸送・貯蔵・消費などを総合的にとらえるもので，放電プラズマの計測・制御，
超伝導を利用したエネルギーの貯蔵，燃焼・流動時の高温伝熱やその制御，電磁気の測定系の開発やエ
ネルギーシステムの制御など，エネルギーを有効利用するシステムに関する教育研究を行います。
○環境設計工学講座
快適な生活環境の設計，福祉環境の向上を図るための住環境及び施設計画，さらに構造設計・耐震設
計，建築材料と施工技術，微生物を用いた水環境の改善やニューバイオテクノロジーの有効利用，バイ
オリアクターを用いた地球環境保全技術の開発など，環境設計及び制御に関する教育研究を行います。
○環境情報工学講座
情報科学の基礎分野，機械学習，ヒューマンインタフェース，知識・知能システムなど人間機械系に
関する分野，都市全体としての環境計画，資源と環境のかかわりなど，高度情報化社会に向けた情報シ
ステムや住環境の構築へのシステム工学的アプローチに関する教育研究を行います。
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２．博士後期課程の教育研究分野及び授業科目
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担 当 教 員授 業 科 目 名
教 育 研 究 分 野講

座
専
攻 内 容名 称

榎 園 正 人
戸 高 孝
沖 野 隆 久
益 子 洋 治
長 屋 智 之
佐久間 俊 雄
今 戸 啓 二

磁気現象工学特論
磁性材料特論
数理科学特論
半導体デバイス解析技術特論
非線形動力学特論
機能材料工学特論
バイオメカニクス特論

磁性材料並びに誘電材料の機能発
現機構の解明と新しい機能材料及
び素子の開発や応用に必要な磁性
工学，結晶学，Ｘ線結晶学，磁気共
鳴結晶学，磁気計測，電磁界解析等
に関する教育研究を行います。

電子材料
工 学

機
能
物
質
工
学

物
質
生
産
工
学

豊 田 昌 宏
天 尾 豊
永 岡 勝 俊
津 村 朋 樹

炭素材料工学特論
生体機能関連化学特論
機能性材料化学特論
セラミックス製造特論

無機材料の物性，分子認識の理解
に必要な錯体形成に関する平衡，
相互作用及び炭素材料の物性など
に関する教育研究を行います。

機能性無
機 材 料
工 学

氏 家 誠 司
飯 尾 心
井 上 高 教
大 賀 恭
守 山 雅 也

高分子材料工学特論
機能性有機材料特論
有機分子機能解析特論
理論有機化学特論
有機材料工学特論

有機化合物の基本的機能・応用技術，
有機化学反応の機構，高機能高分
子材料の高次の機能発現機構・分子
素子設計の概念等の解明と工学的
応用に関する教育研究を行います。

機能性有
機 材 料
工 学

後 藤 真 宏応用材料強度論

各種部材の強度と破損，各種機能
性材料の疲労特性の評価方法，お
よび機械構造物の強度設計手法の
考え方に関する教育研究を行いま
す。

機構設計
工 学

生
産
プ
ロ
セ
ス
工
学

劉 孝 宏
木 下 和 久
後 藤 雄 治
高 坂 拓 司

応用振動学特論
表面工学特論
非線形電磁気工学特論
数理シミュレーション特論

歯車などのような機械要素表面の
加工法・精度の問題点，機械装置・
構造物の動的応答，特に非線形振
動現象の理解と解析法並びに計測
法に関する教育研究を行います。

計測工学

柴 田 克 成
松 尾 孝 美
鍋 島 隆

学習制御システム特論
制御ﾌ゚ﾛｾｽﾓﾃ゙ﾘﾝｸ゙特論
電気エネルギー変換特論

システム電源回路の解析，スイッ
チング方式によるエネルギー変換，
さらにファジイ・ニューロなどの制
御手法・ロバストなシステム同定技
術の理論的解析に関する教育研究
を行います。

電子制御
工 学

田 中 康 彦代数学的情報特論

離散的な数学構造（例えば，コード，
デザイン，グラフなど）に対して，
代数学的な手法により解析を行い
ます。特にそのような構造に作用
する群の性質を深く調べることに
より，代数学と離散幾何学の融合
を目指します。

数理情報
生
産
情
報
工
学 田 中 充

工 藤 孝 人
吉 田 和 幸
西 野 浩 明
古 賀 正 文

波動情報工学特論
応用電磁波特論
並行プログラミング特論
可視化情報学特論
広帯域光ネットワーク特論

電磁波の波動情報特性の解析・応用，
UNIXによる計算機ネットワークの
設計原理，協調動作に関連する並
行プログラミング支援システムな
どに関する教育研究を行います。

情報ネッ
トワーク
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担 当 教 員授 業 科 目 名
教 育 研 究 分 野講

座
専
攻 内 容名 称

川 口 剛
二 村 祥 一

並列計算機構特論
ﾃ゙ ﾀーﾍ゙ ｽーｼｽﾃﾑ特論

並列計算機の処理方式・制御方式，
並列プログラミング言語，データ
ベース基礎理論・実践的手法等に関
する教育研究を行います。

計算機シ
ス テ ム

生
産
情
報
工
学

物
質
生
産
工
学

山 田 英 巳
濱 川 洋 充
田 上 公 俊

乱流現象工学特論
応用流体力学特論
反応性ガス流体力学特論

各種衝撃波の物理現象の解明と医
学・工学への応用，流れを利用した
機械の流力騒音・振動現象の解明と
その制御・設計法及び反応を伴う流
れに関する教育研究を行います。

熱 流 体
工 学

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
工
学

環

境

工

学

岩 本 光 生数理輸送現象工学特論

各種装置における，熱や流体の流
れ，物質拡散等の各種輸送現象を
数値解析的に取り扱うための，基
礎式や計算手法について教育研究
を行います。

数 理 伝
熱 工 学

小 川 幸 吉電磁力応用特論

リニアモータや磁気浮上などの電
磁力を利用する機器の特性とその
解析法に関する教育研究を行いま
す。

電気エネ
ル ギ ー

濱 本 誠
大久保 利 一
金 澤 誠 司

放電プラズマ計測特論
電気流体解析特論
静電気工学特論

放電プラズマの発生とその計測法，
静電気帯電現象を利用した各種装
置及び電気流体力学による粉体・気
泡輸送，液晶中の静電気現象に関
する教育研究を行います。

放電プラ
ズマ工学

真 鍋 正 規
鈴 木 義 弘

建築環境設計特論
福祉環境設計特論

ハンデイキヤップ者，特に高齢者
や障がい者に配慮した住宅・生活施
設・都市づくり及び建築環境におけ
る日射・照明・熱等の設計手法に関
する教育研究を行います。

建築環境
設 計

環
境
設
計
工
学

佐 藤 嘉 昭
井 上 正 文
菊 池 健 児
大 谷 俊 浩

コンクリート工学特論
木質構造設計特論
特殊構造特論
建築材料特論

膜構造の構造計画・解析法，コンク
リートの耐久性，コンクリートと
他の材料との合成構造の設計法及
び木造建物に対する構造設計法に
関する教育研究を行います。

構造設計
工 学

石 川 雄 一
平 田 誠
宇 田 泰 三
一二三 恵 美

生体機能分子化学特論
生物生産工学特論
分子工学特論
抗体工学特論

生物の生化学的特性と機能開発及
び分子組織生体に関する教育研究
を行います。

環境生物
工 学

池 内 秀 隆人間動作解析特論

リハビリテーションや福祉工学応
用を目的とした人間の計測とリハ
ビリテーション及び生活支援環境
設計に関する教育研究を行います。

人間環境
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担 当 教 員授 業 科 目 名
教 育 研 究 分 野講

座
専
攻 内 容名 称

佐 藤 誠 治
大 鶴 徹
小 林 祐 司
富 来 礼 次

都市システム工学特論
建築音響工学特論
空間情報工学特論
建築環境システム特論

建物周辺や室内の熱環境・空気環境
の形成，都市の土地利用・人口分
布・都市空間の物的構成及び音場解
析と騒音制御に関する教育研究を
行います。

建築都市
環境工学

環
境
情
報
工
学

環
境
工
学

伊 藤 哲 郎
末 田 直 道
越 智 義 道
和 泉 志津恵

知能モデル構成論
ナレッジマネージメント特論
生体データ解析特論
生体データ実験計画特論

代数学の情報工学への応用，人間
の知的活動のモデル化，自然言語・
図表・画像等の処理，知識共有，知
識抽出，生体データ解析等に関す
る教育研究を行います。

知能情報

秋 田 昌 憲聴覚情報処理特論

計算機ソフトウェアの知能化，騒
音・振動・音声・建築音響等の処理
及び音声認識・音声合成を中心とし
た聴覚情報処理に関する教育研究
を行います。

ヒューマ
ンインタ
フェース



FallAdmission

（October2011）





１．Entranceexaminationschedule

２．AdmissionQuotas

＊QuotasforbothmajorsincludeintakesunderAdmissionforWorkingAdults.
＊AfewstudentswillbeadmittedunderAdmissionforInternationalStudents,buttheprivate
expenseInternationalStudentsareincludedinofficialadmissioncapacity.

３．EligibilityforApplication
Individualswhosatisfyanyoneofthefollowingconditionsshallbeeligibletoapply.

⑴ Completed,orexpecttocompletebySeptember2011,aJapaneseMaster’sdegreeor

professionaldegree

⑵ Awarded,orexpecttobeawardedbySeptember2011,adegreecomparabletoaJapanese

Master’sdegreeorprofessionaldegreeinacountryotherthanJapan(seeNote1below)

⑶ Awarded,orexpecttobeawardedbySeptember2011,adegreecomparabletoaJapanese

Master’sdegreeorprofessionaldegreebycompletingacourseofstudynominatedbythe

MinisterofEducation,Culture,Sports,ScienceandTechnologythatisofferedwithinJapan

byaneducationalinstitutionofanothercountryandrecognizedintheeducationalsystemof

thatcountrytobeagraduateschoolcourse.

⑷ GraduatedfromanundergraduateprogramataJapaneseuniversityorcompleted16yearsof

formaleducationinanothercountryandsubsequentlyspenttwoormoreyearsengagedin

researchatauniversity,researchinstituteorsimilarorganization,and,onthebasisof

theoutcomesofthatresearch,isjudgedbythisGraduateSchooltopossessacademicability

equivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessionaldegree(see

Note2below)

⑸ JudgedthroughindividualeligibilityscreeningbythisGraduateSchooltohaveacademic

abilityequivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessional

degree,andhasreached24yearsofage(seeNote3below)
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FirstapplicationDivision

July22,2011(Fri)～July29,2011(Fri)Applicationperiod

August17,2011(Wed)～August18,2011(Thu)Examinationdate

August31,2011(Wed)AnnouncementofResults

AdmissionQuota
Major

ForOctober2011admission

AfewMaterialsScienceandProductionEngineering

AfewEnergyandEnvironmentalEngineering



Note1：

Eligibilityunderthisconditionextendstothosewhohavebeenawardedadegreecomparabletoa

JapaneseMaster’sorprofessionaldegreebytakingwithinJapancoursesofferedbymeansofdistance

educationbyaneducationalinstitutionofanothercountry.

Note2：

Condition⑷isforthosewhohavenotcompletedaJapaneseMaster’sdegreebuthavespenttwoormore

yearsengagedinresearchatauniversity,researchinstituteorsimilarorganization.Such

candidatesarescreenedindividuallybythegraduateschooltowhichtheyseekadmissiononthebasis

oftheirresearchperformance,andmaybepermittedtoapplyforadmissiontothegraduateschool’s

DoctoralCourseiftheyarejudgedtopossessacademicabilityequivalentorsuperiortothatofa

holderofaJapaneseMaster’sorprofessionaldegree.Below,thisprocessistermed“Applicant

EligibilityScreening.”

Note3：

Condition⑸ isforthosewhoarenotqualifiedtograduatefromanundergraduatedegreecoursebut

havegraduatedfromajuniorcollege,highercollegeoftechnology,highervocationalschoolor

miscellaneousschoolorcompletedacourseofstudyatanothereducationalfacility,andareaged24

yearsorover.Suchcandidatesmaybepermittedtoapplyforadmissiontothegraduateschool’s

DoctoralCoursefollowingApplicantEligibilityScreening.

＊Ifyouapplyundercondition⑷ or⑸,orifyouhaveanyotherconcernsaboutyoureligibility,
pleasecontacttheEntranceExaminationDivisionbeforefilingyourapplication.Forprocedures

relatingtotherecognitionofeligibilityforapplication,pleasereferto“Applicant

EligibilityScreeningfortheDoctoralCourse,OitaUniversityGraduateSchoolofEngineering”

onpage55.

４．ExaminationTypes
Thedifferentprocessesforselectionofcandidatesforadmissionarelistedbelowalongwith

eligibilityrequirementsforeach.

⑴ ExaminationforRegularAdmission

Opentopersonseligibleundercondition⑴,⑵,⑶,⑷ or⑸ in“3.Eligibilityfor

Application”abovewhodonotwishtotaketheExaminationsforAdmissionforWorkingAdults

orInternationalStudents.

⑵ ExaminationsforSpecialAdmission

⒜ ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

Opentopersonswhomeetanyoneofthefollowingrequirementsandwishtotakethe

ExaminationforAdmissionforWorkingAdults.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑴,⑵ or⑶ who,followinggraduationfrom

university,havebeenworkingfortwoormoreyearsasaregularemployeeofacompanyor

otherorganization,andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑷ who,followinggraduationfromuniversity,

havebeenworkingforfourormoreyearsasaregularemployeeofacompanyorother

organization(includingthetwoormoreyearsengagedinresearchasrequiredunder
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condition(4)),andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑸ who,followinggraduationfromtheschoolor

collegeconcerned,havebeenworkingforfourormoreyearsasaregularemployeeofa

companyorotherorganization,andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

⒝ ExaminationforSpecialAdmissionforInternationalStudents

Opentonon-JapanesenationalsresidinginJapanorseekingtoresideinJapanwiththe

residentstatusof“CollegeStudent”asstipulatedinAnnex1oftheImmigrationControl

andRefugeeRecognitionAct,whowishtotaketheExaminationforSpecialAdmissionfor

InternationalStudents.

５． ApplicationProcedures
⑴ Applicationsubmissionperiod

Pleasesubmityourapplicationbetween9:00a.m.and5：00p.m.onanyweekdayfromFriday

July22toFridayJuly29,2011.

Applicationssentbymailmustbereceivedby5：00p.m.onFridayJuly29.

⑵ Howtoapply

⒜ Ifyouwishtoapply,pleasediscussyourresearchplansinadvancewithyourpreferred

supervisorinyourmajorofchoice.

⒝ Pleaseensurethatyouhavealloftheapplicationdocumentslistedbelowinorder,and

submittheminpersonorbypostalmail.Ifyouaresubmittingbypost,pleasebesuretouse

theenvelopeprovidedandsendyourdocumentsbyregisteredmail.

Addressforsubmission:EntranceExaminationDivision,StudentAffairsDepartment,Oita

University

700OazaDannoharu,Oita-shi,Oita-ken870-1192JAPAN

－35－



⑶ Applicationdocuments

ExaminationforRegularAdmission

－36－

Pleasecompletetherequiredsectionsonthedesignatedformandaffixa

photographofyourself(4㎝ x3㎝,upperbody,facingthecamera)tothe

designatedplaceontheform.

ApplicationFormand

ExaminationVoucher

ThismustbeacertificateissuedbythePresident(orDean)oftheuniversityyou

attended.

(NotnecessaryforapplicantswhoexpecttocompletetheMaster’sCourseinthis

GraduateSchoolinSeptember2011.)

Certificateof

(Expected)

Completion

ThismustbeissuedbythePresident(orDean)oftheuniversityyouattendedand

inasealedenvelope.
AcademicTranscript

Pleaseusethedesignatedformtowriteanabstractof700wordsorlessinEnglish

(or2,000charactersorlessinJapanese).

IfyouhavenotyetcompletedyourMaster’scourse,youshouldinsteadprovide

thetitleofyourMaster’sthesisandasummaryofresearchprogresstodate.

Pleaseattachcopiesofanyacademicpapers,lectures,patentsorotheroutputs

associatedwithyourMaster’sthesis.

Abstractof

Master’sThesis

Pleaseusethedesignatedformtowriteastatementof500wordsorlessinEnglish

(or1,000charactersorlessinJapanese)concerningtheaimsandconceptsofthe

researchtopicorfieldyouwishtoaddress.Thisstatementshouldbeproducedin

consultationwithyourpreferredresearchsupervisor.

Statementof

(Intended)

ResearchPlans

Pleaseremitthepaymenttothedesignatedbankaccount,usingeitherofthe

followingmethods.

⒜ PaymentataJapanPostBankorotherfinancialinstitutionwithinJapan

TaketheremittanceformprovidedtoaJapanPostBankorotherfinancial

institutionwithinJapanandcompletepaymentproceduresasdirected.

⒝ PaymentatsomeconveniencestoreswithinJapan

Pleaseaccessthededicatedpaymentpageviatheuniversitywebsite

http://www.oita-u.ac.jp/ordirectlyattheURLsbelow,andfollowthe

instructionstocompleteyourpayment.

RegularURLforpayment:http://www.oita-u.net/

MobiletelephoneURLforpayment:http://www.oita-u.net/mobile/

AfteryouhavepaidtheApplicationFee,pleaseaffixproofofpaymentsecurely

belowtheExaminationVoucher.Ifyoupaidbymethod⒜ above,theproofof

paymentisthePostBankPaymentReceipt(forsubmissiontotheuniversity);if

youpaidbymethod⒝ itisthecertificateofpayment(orreceiptinsomecases)

issuedbytheconveniencestore.Allprocessingfeesaretobebornebythe

applicant.

PleasenotethattherequirementtopaytheApplicationFeeiswaivedfor

JapaneseGovernmentScholarshiprecipients,andforstudentscompletinga

Master’sCourseinthisGraduateSchoolinSeptember2011whowishtocontinue

theirstudiesintheDoctoralCourse.

Proofofpaymentof

theApplicationFee

(30,000yen)

Pleasewriteyourname,addressandpostalcodeontheenvelopeprovided,and

attach350yen,worthofpostagestamps.(Youdonotneedtosubmitthisenvelope

ifyouaresubmittingyourapplicationinpersonratherthanbymail.)

ReturnEnvelopefor

ExaminationVoucher

Pleasecompletethelabelformprovided.
AddressLabelfor

SendingResults

Notes:

１．Ifyouareapplyingonthebasisofeligibilitycondition⑷ or⑸ andyoudonotholda

Master’sdegree,youdonotneedtosubmittheCertificateofCompletion,Academic

TranscriptorAbstractofMaster’sThesis.

２．Allcertificatesmustbeoriginals.Copieswillnotbeaccepted.

３．YourStatementof(Intended)ResearchPlansmustbestampedwiththepersonalsealofyour

preferredresearchsupervisor.



ExaminationforSpecialAdmissionforWorkingAdults

PleasesubmitthefollowingdocumentsinadditiontothoselistedintheExaminationforRegular

Admissionsectiononpage36ofthisguide.

ExaminationforSpecialAdmissionforInternationalStudents

PleasesubmitthefollowingdocumentsinadditiontothoselistedintheExaminationforRegular

Admissionsectiononpage36ofthisguide.

６．ExaminationMethods
⑴ Methodsforselectionofapplicants

⒜ ExaminationforRegularAdmission

Applicantswillbeexaminedbymeansofascholasticabilitytestandareviewof

documentssubmitted.

Thescholasticabilitytestconsistsofawrittentest（specialistsubjectsandEnglish

language）andaninterview.

⒝ ExaminationforSpecialAdmissionforWorkingAdults

Applicantswillbeexaminedbymeansofascholasticabilitytestandareviewof

documentssubmitted.

Thescholasticabilitytestconsistsofaninterview.

⒞ ExaminationforSpecialAdmissionforInternationalStudents

ApplicantswillbeexaminedinaccordancewiththeproceduresforRegularAdmission.

However,thewrittentestwillbeonspecialistsubjectsandJapaneselanguage.

⑵ Contentsofthewrittentest

⒜ Specialistsubjects（fundamentalsubjectsintheapplicant’spreferredresearcharea）

⒝ Englishlanguage（JapaneselanguageforapplicantsforSpecialAdmissionfor

InternationalStudentsapplicants）

⑶ Contentsoftheinterview

⒜ InterviewforRegularAdmission

ApplicantswillbetestedandquestionedonmattersincludingtheirMaster’sthesis（or

researchprogressinthecaseofthosewhohavenotyetcompletedaMaster’scourse）,

topicsrelatedtotheirpreferredresearchareas,andplansforresearchafteradmission.
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Pleaseusethedesignatedformtodescribeyourworkduties

andyourresearchactivitiesinwidersociety,includingas

academicpapers,researchpresentations,authoredworks,

patentsandutilitymodels.

WorkHistory

（Part1：WorkDetails）

WorkHistory

（Part2：Papers,

presentations,patents,etc.）

Thismustbeproducedonthedesignatedformbytheheadof

thedivisioninwhichyouwork.
EnrollmentAuthorization

Onlyrequiredifyouareanon-Japanesenationalwhoalreadyresides
inJapanandhasbeenissuedwithanAlienRegistrationCertificate.

CertificationoftheOfficial

ForeignRegistration

IfyouareaninternationalstudentwhoisreceivingtheJapanese
Government Scholarship, please attach certification to that
effect.(Thereisnodesignatedformatforthiscertification;it
mustbeprovidedbythedivisionadministeringyourscholarshipin
theuniversityyouattend.)

CertificationofJapanese

GovernmentScholarship



⒝ InterviewforAdmissionforWorkingAdults

Applicantswillbetestedandquestionedonmattersincludingspecialisttopicsrelated

totheirpreferredresearchareas,Englishlanguage,researchachievementsandplans

forresearchafteradmission.TheywillalsobequestionedabouttheirStatementof

ResearchPlansandWorkHistory.

⒞ InterviewforAdmissionforInternationalStudents

TheinterviewwillfollowthesameformatastheinterviewforapplicantsforRegular

Admission.

⑷ Datesandvenuesforthescholasticabilitytest

⒜ Dates/timesforthescholasticabilitytest

1 ExaminationsforRegularAdmissionandSpecialAdmissionforInternationalStudents

Note：ApplicantswhoexpecttocompletetheMaster’sCourseinthisGraduateSchoolin

September2011arenotrequiredtotakethewrittentest.

2 ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

⒝ Testvenue:FacultyofEngineering,OitaUniversity

700OazaDannoharu,Oita-shi,Oita-ken,Japan

７．AnnouncementofResults
AdmissionresultswillbepostedontheOitaUniversitycentralnoticeboard（infrontofthe

LiberalArtsEducationbuilding）from10:00a.m.onWednesdayAugust31,2011.Successful

applicantswillalsobesentaLetterofAcceptancebypostalmail.

Successfulapplicants,ApplicationNumberswillalsobepostedontheOitaUniversitywebsite

（http：//www.oita-u.ac.jp/）.

Telephoneinquiriesregardingresultswillnotbeacceptedunderanycircumstances.

８．EnrollmentProcedures
Successfulapplicantswillbesentnecessaryinstructionsonenrollmentprocedurestogether

withtheirLettersofAcceptance.
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TesttimesTesttypeDate

9:00a.m.to11：00a.m.Specialistsubjects
Writtentest

WednesdayAugust

17,2011

11:30a.m.to12：30p.m.EnglishorJapanese

From1：30p.m.Interview

TesttimesTesttypeDate

From1：30p.m.Interview

WednesdayAugust17,2011or
ThursdayAugust18,2011
Applicantsmaydesignatetheir
preferreddate.



９．EnrollmentFeeandTuitionFees
⒜ EnrollmentFee:282,000yen

Note：TherequirementtopaytheEnrollmentFeeiswaivedforJapaneseGovernmentScholar

shiprecipients,andforstudentscompletingaMaster’sCourseinthisGraduateSchoolin

September2011whowishtocontinuetheirstudiesintheDoctoralCourse.

⒝ AnnualTuitionFee：535,800yen（firstsemesterinstallment267,900yen;secondsemester

installment267,900yen）

Notes：

１．Thereareschemesinplaceforexemption,deferredpaymentandloanofEnrollmentFee

andTuitionFeeamounts.Youneedtoapplyfortheseschemesbeforepayingyourfees:

pleasecontacttheStudentAssistanceGroupintheStudentAssistanceDivision（tele

phone097-554-7386）ifyouareinterested.

２．Uponrequest,thesecondsemesterinstallmentoftheTuitionFeecanbepaidatthesame

timeasthefirstsemesterinstallment.

３．TheEnrollmentFeeandTuitionFeeamountsaresubjecttorevision.IftheTuitionFeeis

revisedwhileyouareenrolledattheUniversity,youwillberequiredtopaythenew

amount.

４．JapaneseGovernmentScholarshiprecipientsdonotneedtopaythesefees.

10．ImportantNotes
⑴ Testroomseatingplanswillbedistributedonthedayofthescholasticabilitytest.

⑵ ApplicantstakingthewrittentestforRegularAdmissionsorSpecialAdmissionsfor

InternationalStudentsshouldassembleattheStudentAffairsSectionoftheFacultyof

Engineeringby8：40a.m.onthedayofthetest.

⑶ ApplicantstakingthetestforSpecialAdmissionsforWorkingAdultsshouldassembleatthe

StudentAffairsSectionoftheFacultyofEngineeringby1:10p.m.onthedayofthetest.

⑷ Incompleteapplicationdocumentswillnotbeaccepted.

⑸ ApplicationdocumentsandApplicationFeeswillnotbereturnedorrefundedunderany

circumstancesaftertheyhavebeenreceived.

⑹ Youmayuseacomputerorwordprocessortoprintyourresponsesonthedesignatedforms.

⑺ Foreachofthefollowingdocuments,ratherthanusingtheoriginaldesignatedform,youmay

submitadocumentproducedonacomputerorwordprocessorinthesameformatasthe

designatedform:AbstractofMaster’sThesis,Statementof（Intended）ResearchPlans,Work

History（forSpecialAdmissionsforWorkingAdults）,EnrollmentAuthorization（forSpecial

AdmissionsforWorkingAdults）,ApplicantEligibilityScreeningRequest（forrecognition

of eligibility to apply）, Applicant Eligibility Screening Information Form （for

recognitionofeligibilitytoapply）,StatementofResearchAchievements（forrecognition

ofeligibilitytoapply）.

ElectronicversionsofthedesignatedformsaboveareavailablefordownloadfromtheOita

UniversitywebsiteinMicrosoftWordforWindowsformat.Fordetails,pleasecontactthe

EntranceExaminationDivision（telephone097-554-6701）.

⑻ Allpersonalinformationcontainedinapplicationdocumentssubmittedbyapplicantswillbe

－39－



handledinaccordancewiththeActontheProtectionofPersonalInformationHeldby

IndependentAdministrativeAgencies,etc.andtheOitaUniversityPersonalInformation

ProtectionPolicy.Suchinformationwillonlybeusedinworkassociatedwiththeselection

ofapplicantsforadmissionandincidentalworksuchasstatisticalprocessing,andin

screeningprocessesforthosewhohaveappliedforEnrollmentFeeandTuitionFeeexemptions

（ordeferredpayment）andscholarships.

⑼ Applicantsfoundtohaveincludedfalseinformationintheirapplicationsmayhavetheir

admissioninvalidated,eveniftheyhavealreadyenrolled.
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SpringAdmission
（April2012）

FallAdmission
（October2012）





１．Entranceexaminationschedule

＊Secondandthirdapplicationswillbeacceptedwhentheadmissionquotasofthefirst

applicationareundertheupperlimit.

＊SecondandthirdapplicationswillbeannouncedontheOitaUniversitywebsite.

２．AdmissionQuotas

＊QuotasforbothmajorsincludeintakesunderAdmissionforWorkingAdults.

＊AfewstudentswillbeadmittedunderAdmissionforInternationalStudents,butprivate

expenseInternationalStudentsareincludedinofficialAdmissionCapacity.

＊Admissionquotasforeachdivisionare6studentsbothinApril2012andOctober2012

＊Whiledoctoralcourseisreforming,Afterdeterminethenumberofstudent,wewillInformon

theUniversity’sHP,asfastaspossible.（Publicationdateplan：thebeginningofSeptember

2011）

３．EligibilityforApplication
April2012Admission：

Individualswhosatisfyanyoneofthefollowingconditionsshallbeeligibletoapply.

⑴ Completed,orexpecttocompletebyMarch2012,aJapaneseMaster’sdegreeorprofessional

degree

⑵ Awarded,orexpecttobeawardedbyMarch2012,adegreecomparabletoaJapaneseMaster’s

degreeorprofessionaldegreeinacountryotherthanJapan(seeNote1below)

⑶ Awarded,orexpecttobeawardedbyMarch2012,adegreecomparabletoaJapaneseMaster’s

degreeorprofessionaldegreebycompletingacourseofstudynominatedbytheMinisterof

Education,Culture,Sports,ScienceandTechnologythatisofferedwithinJapanbyan

educationalinstitutionofanothercountryandrecognizedintheeducationalsystemofthat

countrytobeagraduateschoolprogram.

⑷ GraduatedfromanundergraduatecourseataJapaneseuniversityorcompleted16yearsof

formaleducationinanothercountryandsubsequentlyspenttwoormoreyearsengagedin

researchatauniversity,researchinstituteorsimilarorganization,and,onthebasisof

theoutcomesofthatresearch,isjudgedbythisGraduateSchooltopossessacademicability

equivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessionaldegree(see

Note2below)

⑸ JudgedthroughindividualeligibilityscreeningbythisGraduateSchooltohaveacademic

abilityequivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessional

degree,andhasreached24yearsofage(seeNote3below)
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ThirdapplicationSecondapplicationFirstapplicationDivision

February24,2012(Thu)

～March7,2012(Wed)

January27,2012(Fri)

～February3,2012(Fri)

July22.2011(Fri)

～July29,2011(Fri)

Application

period

March13,2011(Tue)

～March14,2012(Wed)

February15,2012(Wed)

～February16,2012(Thu)

August17,2011(Wed)

～August18,2011(Thu)
Examinationdate

March20,2012(Thu)February24,2012(Fri)August31,2011(Wed)
Announcementof

Results

AdmissionQuota
Major

ForOctober2012admissionForApril2012admission

6studentsMaterialsScienceandProductionEngineering

6studentsEnergyandEnvironmentalEngineering



October2012Admission：

Individualswhosatisfyanyoneofthefollowingconditionsshallbeeligibletoapply.

⑴ Completed,orexpecttocompletebySeptember2012,aJapaneseMaster’sdegreeorprofess

ionaldegree

⑵ Awarded,orexpecttobeawardedbySeptember2012,adegreecomparabletoaJapanese

Master’sdegreeorprofessionaldegreeinacountryotherthanJapan(seeNote1below)

⑶ Awarded,orexpecttobeawardedbySeptember2012,adegreecomparabletoaJapanese

Master’sdegreeorprofessionaldegreebycompletingacourseofstudynominatedbythe

MinisterofEducation,Culture,Sports,ScienceandTechnologythatisofferedwithinJapan

byaneducationalinstitutionofanothercountryandrecognizedintheeducationalsystemof

thatcountrytobeagraduateschoolprogram.

⑷ GraduatedfromanundergraduatecourseataJapaneseuniversityorcompleted16yearsof

formaleducationinanothercountryandsubsequentlyspenttwoormoreyearsengagedin

researchatauniversity,researchinstituteorsimilarorganization,and,onthebasisof

theoutcomesofthatresearch,isjudgedbythisGraduateSchooltopossessacademicability

equivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessionaldegree(see

Note2below)

⑸ JudgedthroughindividualeligibilityscreeningbythisGraduateSchooltohaveacademic

abilityequivalentorsuperiortothatofaholderofaJapaneseMaster’sorprofessional

degree,andhasreached24yearsofage(seeNote3below)

Note1：

Eligibilityunderthisconditionextendstothosewhohavebeenawardedadegreecomparabletoa

JapaneseMaster’sorprofessionaldegreebytakingwithinJapancoursesofferedbymeansofdistance

educationbyaneducationalinstitutionofanothercountry.

Note2：

Condition⑷isforthosewhohavenotcompletedaJapaneseMaster’sdegreebuthavespenttwoormore

yearsengagedinresearchatauniversity,researchinstituteorsimilarorganization.Such

candidatesarescreenedindividuallybythegraduateschooltowhichtheyseekadmissiononthebasis

oftheirresearchperformance,andmaybepermittedtoapplyforadmissiontothegraduateschool’s

DoctoralCourseiftheyarejudgedtopossessacademicabilityequivalentorsuperiortothatofa

holderofaJapaneseMaster’sorprofessionaldegree.Below,thisprocessistermed“Applicant

EligibilityScreening”.

Note3：

Condition⑸ isforthosewhoarenotqualifiedtograduatefromanundergraduatedegreecoursebut

havegraduatedfromajuniorcollege,highercollegeoftechnology,highervocationalschoolor

miscellaneousschoolorcompletedacourseofstudyatanothereducationalfacility,andareaged24

yearsorover.Suchcandidatesmaybepermittedtoapplyforadmissiontothegraduateschool’s

DoctoralCoursefollowingApplicantEligibilityScreening.

＊ Ifyouapplyundercondition⑷ or⑸,orifyouhaveanyotherconcernsaboutyoureligibility,

pleasecontacttheEntranceExaminationDivisionbeforefilingyourapplication.Forprocedures

relatingtotherecognitionofeligibilityforapplication,pleasereferto“ApplicantEligibility

ScreeningtotheDoctoralCourse,OitaUniversityGraduateSchoolofEngineering”onpage53.
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４．ExaminationTypes
Thedifferentprocessesforselectionofcandidatesforadmissionarelistedbelowalongwith

eligibilityrequirementsforeach.

⑴ ExaminationforRegularAdmission

Opentopersonseligibleundercondition⑴,⑵,⑶,⑷ or⑸ in“3.Eligibilityfor

Application”abovewhodonotwishtotaketheExaminationsforAdmissionforWorkingAdults

orInternationalStudents.

⑵ ExaminationsforAdmission

⒜ ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

Opentopersonswhomeetanyoneofthefollowingrequirementsandwishtotakethe

ExaminationforSpecialAdmissionforWorkingAdults.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑴,⑵ or⑶ who,followinggraduationfrom

university,havebeenworkingfortwoormoreyearsasaregularemployeeofacompanyor

otherorganization,andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑷ who,followinggraduationfromuniversity,

havebeenworkingforfourormoreyearsasaregularemployeeofacompanyorother

organization(includingthetwoormoreyearsengagedinresearchasrequiredunder

condition⑷),andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

・Thoseeligibletoapplyundercondition⑸ who,followinggraduationfromtheschoolor

collegeconcerned,havebeenworkingforfourormoreyearsasaregularemployeeofa

companyorotherorganization,andwishtobeadmittedwhileretainingtheircurrentpost.

⒝ ExaminationforAdmissionforInternationalStudents

Opentonon-JapanesenationalsresidinginJapanorseekingtoresideinJapanwiththe

residentstatusof“CollegeStudent”asstipulatedinAnnex1oftheImmigrationControl

andRefugeeRecognitionAct,whowishtotaketheExaminationforAdmissionforInternati

onalStudents.

５．ApplicationProcedures
⑴ Applicationsubmissionperiod

Pleasesubmityourapplicationbetween9:00a.m.and5:00p.m.onanyweekdayfromFriday

July22toFridayJuly29,2011.

Applicationssentbymailmustbereceivedby5:00p.m.onFridayJuly29.

※Pleaserefer1ofpage43theentranceexaminationscheduleofsecondapplicationand

thirdapplication.

⑵ Howtoapply

⒜ Ifyouwishtoapply,pleasediscussyourresearchplansinadvancewithyourpreferred

supervisorinyourmajorofchoice.

⒝ Pleaseensurethatyouhavealloftheapplicationdocumentslistedbelowinorder,and

submittheminpersonorbypostalmail.Ifyouaresubmittingbypost,pleasebesureto

usetheenvelopeprovidedandsendyourdocumentsbyregisteredmail.

Addressforsubmission：EntranceExaminationDivision,StudentAffairsDepartment,Oita

University.

700OazaDannoharu,Oita-shi,Oita-ken870-1192JAPAN
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⑶ Applicationdocuments

ExaminationforRegularAdmission
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Pleasecompletetherequiredsectionsonthedesignatedformandaffixa

photographofyourself(4㎝ x3㎝,upperbody,facingthecamera)tothe

designatedplaceontheform.

ApplicationFormand

ExaminationVoucher

ThismustbeacertificateissuedbythePresident(orDean)oftheuniversityyou

attended.

(NotnecessaryforapplicantswhoexpecttocompletetheMaster’sCourseinthis

GraduateSchoolinSeptember2011.)

Certificateof

(Expected)

Completion

ThismustbeissuedbythePresident(orDean)oftheuniversityyouattendedand

inasealedenvelope.
AcademicTranscript

Pleaseusethedesignatedformtowriteanabstractof700wordsorlessin

English(or2,000charactersorlessinJapanese).

IfyouhavenotyetcompletedyourMaster’scourse,youshouldinsteadprovide

thetitleofyourMaster’sthesisandasummaryofresearchprogresstodate.

Pleaseattachcopiesofanyacademicpapers,lectures,patentsorotheroutputs

associatedwithyourMaster'sthesis.

Abstractof

Master’sThesis

Pleaseusethedesignatedformtowriteastatementof500wordsorlessinEnglish

(or1,000charactersorlessinJapanese)concerningtheaimsandconceptsofthe

researchtopicorfieldyouwishtoaddress.Thisstatementshouldbeproducedin

consultationwithyourpreferredresearchsupervisor.

Statementof

(Intended)

ResearchPlans

Pleaseremitthepaymenttothedesignatedbankaccount,usingeitherofthe

followingmethods.

⒜ PaymentataJapanPostBankorotherfinancialinstitutionwithinJapan

TaketheremittanceformprovidedtoaJapanPostBankorotherfinancial

institutionwithinJapanandcompletepaymentproceduresasdirected.

⒝ PaymentatsomeconveniencestoreswithinJapan

Pleaseaccessthededicatedpaymentpageviatheuniversitywebsite

http://www.oita-u.ac.jp/ordirectlyattheURLsbelow,andfollowthe

instructionstocompleteyourpayment.

RegularURLforpayment:http://www.oita-u.net/

MobiletelephoneURLforpayment:http://www.oita-u.net/mobile/

AfteryouhavepaidtheApplicationFee,pleaseaffixproofofpaymentsecurely

belowtheExaminationVoucher.Ifyoupaidbymethod⒜ above,theproofof

paymentisthePostBankPaymentReceipt(forsubmissiontotheuniversity);if

youpaidbymethod⒝ itisthecertificateofpayment(orreceiptinsomecases)

issuedbytheconveniencestore.Allprocessingfeesaretobebornebythe

applicant.

PleasenotethattherequirementtopaytheApplicationFeeiswaivedfor

JapaneseGovernmentScholarshiprecipients,andforstudentscompletinga

Master’sCourseinthisGraduateSchoolinSeptember2012whowishtocontinue

theirstudiesintheDoctoralCourse.

Proofofpaymentof

theApplicationFee

(30,000yen)

Pleasewriteyourname,addressandpostalcodeontheenvelopeprovided,and

attach350yen,worthofpostagestamps.(Youdonotneedtosubmitthisenvelope

ifyouaresubmittingyourapplicationinpersonratherthanbymail.)

ReturnEnvelopefor

ExaminationVoucher

Pleasecompletethelabelformprovided.
AddressLabelfor

SendingResults

Notes:

１．Ifyouareapplyingonthebasisofeligibilitycondition⑷ or⑸ andyoudonotholda

Master’sdegree,youdonotneedtosubmittheCertificateofCompletion,Academic

TranscriptorAbstractofMaster’sThesis.

２．Allcertificatesmustbeoriginals.Copieswillnotbeaccepted.

３．YourStatementof(Intended)ResearchPlansmustbestampedwiththepersonalsealofyour

preferredresearchsupervisor.



ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

PleasesubmitthefollowingdocumentsinadditiontothoselistedintheExaminationforRegular

Admissionsectiononpage46ofthisguide.

ExaminationforAdmissionforInternationalStudents

PleasesubmitthefollowingdocumentsinadditiontothoselistedintheExaminationforRegular

Admissionsectiononpage46ofthisguide.

６．ExaminationMethods
⑴ Methodsforselectionofapplicants

⒜ ExaminationforRegularAdmission

Applicantswillbeexaminedbymeansofascholasticabilitytestandareviewofdocuments

submitted.

Thescholasticabilitytestconsistsofawrittentest(specialistsubjectsandEnglish

language)andaninterview.

⒝ ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

Applicantswillbeexaminedbymeansofascholasticabilitytestandareviewofdocuments

submitted.

Thescholasticabilitytestconsistsofaninterview.

⒞ ExaminationforAdmissionforInternationalStudents

ApplicantswillbeexaminedinaccordancewiththeproceduresforRegularAdmission.

However,thewrittentestwillbeonspecialistsubjectsandJapaneselanguage.

＊ApplicantscurrentlyenrolledinaMaster’scoursewillbesubjecttoaFirstRoundand

SecondRoundscreeningprocess.TheFirstRoundScreeningshallconsistofareviewof

applicationdocumentsandthescholarlyaptitudetestheldonWednesdayAugust17,2011.

ApplicantswhosuccessfullycompletethisFirstRoundshallundergoaSecondRound

Screeningconsistingofaninterview,heldonadatetobeadvisedbyeachDivisionaround

thetimethatapplicantscompletetheirMaster’sTheses(midFebruary2012forMaster’s

studentscompletinginMarch2012;midAugustforMaster’sstudentscompletinginApril

2012orlater).
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Pleaseusethedesignatedformtodescribeyourworkduties

andyourresearchactivitiesinwidersociety,includingas

academicpapers,researchpresentations,authoredworks,

patentsandutilitymodels.

WorkHistory

（Part1:WorkDetails）

WorkHistory

（Part2:Papers,presentations,

patents,etc.）

Thismustbeproducedonthedesignatedformbytheheadof

thedivisioninwhichyouwork.
EnrollmentAuthorization

Onlyrequiredifyouareanon-Japanesenationalwhoalreadyresides
inJapanandhasbeenissuedwithanAlienRegistrationCertificate.

CertificationoftheOfficial

ForeignRegistration

IfyouareaninternationalstudentwhoisreceivingtheJapanese
Government Scholarship, please attach certification to that
effect.(Thereisnodesignatedformatforthiscertification;it
mustbeprovidedbythedivisionadministeringyourscholarshipin
theuniversityyouattend.)

CertificationofJapanese

GovernmentScholarship



⑵ Contentsofthewrittentest

⒜ Specialistsubjects(fundamentalsubjectsintheapplicantspreferredresearcharea)

⒝ Englishlanguage(JapaneselanguageforapplicantsforSpecialAdmissionforInter

nationalStudentsapplicants)

⑶ Contentsoftheinterview

⒜ InterviewforRegularAdmission

ApplicantswillbetestedandquestionedonmattersincludingtheirMaster’sthesis(or

researchprogressinthecaseofthosewhohavenotyetcompletedaMaster’scourse),

topicsrelatedtotheirpreferredresearchareas,andplansforresearchafteradmission.

⒝ InterviewforSpecialAdmissionforWorkingAdults

Applicantswillbetestedandquestionedonmattersincludingspecialisttopicsrelated

totheirpreferredresearchareas,Englishlanguage,researchachievementsandplansfor

researchafteradmission.TheywillalsobequestionedabouttheirStatementofResearch

PlansandWorkHistory.

⒞ InterviewforSpecialAdmissionforInternationalStudents

TheinterviewwillfollowthesameformatastheinterviewforapplicantsforRegular

Admission.

⑷ Datesandvenuesforthescholasticabilitytest

⒜ Dates/timesforthescholasticabilitytest

1 ExaminationsforRegularAdmissionandAdmissionforInternationalStudents

Note：ApplicantswhoexpecttocompletetheMaster’sCourseinthisGraduateSchoolinMarch

2011orSeptember2011arenotrequiredtotakethewrittentest.

※Pleaserefer1ofpage43theentranceexaminationscheduleofsecondapplicationand

thirdapplication.

2 ExaminationforAdmissionforWorkingAdults

※Pleaserefer1ofpage43theentranceexaminationscheduleofsecondapplicationand

thirdapplication.

⒝ Testvenue:FacultyofEngineering,OitaUniversity

700OazaDannoharu,Oita-shi,Oita-ken,Japan

－48－

TesttimesTesttypeDate

9:00a.m.to11:00a.m.Specialistsubjects
Writtentest

WednesdayAugust

17,2011

11:30a.m.to12:30p.m.EnglishorJapanese

From1:30p.m.Interview

TesttimesTesttypeDate

From1:30p.m.Interview

WednesdayAugust17,2011or
ThursdayAugust18,2011
Applicantsmaydesignatetheir
preferreddate.



７．AnnouncementofResults
AdmissionresultswillbepostedontheOitaUniversitycentralnoticeboard(infrontofthe

LiberalArtsEducationbuilding)from10:00a.m.onWednesdayAugust31,2011.Successful

applicantswillalsobesentaLetterofAcceptancebypostalmailSuccessfulapplicants,

ApplicationNumberswillalsobepostedontheOitaUniversitywebsite(http://www.oita-

u.ac.jp/).

Telephoneinquiriesregardingresultswillnotbeacceptedunderanycircumstances.

PleasenotethatforapplicantscompletingtheirMaster’sdegreesinMarch2012orlater,

admissionresultswillbeannouncedasfollows:

⒜ AnnouncementofsuccessfulapplicantsinFirstRoundScreening：PostedontheOita

Universitycentralnoticeboard(infrontoftheLiberalArtsEducationbuilding)from10:00

a.m.onWednesdayAugust31,2011.SuccessfulapplicantswillalsobesentaNoticeof

SuccessfulCompletionofFirstRoundScreeningbypostalmail.

⒝ AnnouncementofsuccessfulapplicantsinSecondRoundScreening：Forapplicantscompleting

theirMaster’sdegreesinMarch2012,resultswillbepostedontheOitaUniversitycentral

noticeboard(infrontoftheLiberalArtsEducationbuilding)andLettersofAcceptance

sentbypostalmailtosuccessfulapplicantsinearlyMarch,2012.Forapplicantscompleting

theirMaster’sdegreesinApril2012orlater,resultswillbepostedandLettersof

AcceptancesentinearlySeptember,2012.

８．EnrollmentProcedures
Successfulapplicantswillbesentnecessaryinstructionsonenrollmentprocedurestogether

withtheirLettersofAcceptance.

※Pleaserefer1ofpage43theentranceexaminationscheduleofsecondapplicationandthird

application.

９．EnrollmentFeeandTuitionFees
⒜ EnrollmentFee：282,000yen

Note：TherequirementtopaytheEnrollmentFeeiswaivedforJapaneseGovernment

Scholarshiprecipients,andforstudentscompletingaMaster’sCourseinthisGraduate

SchoolinMarch2012whowishtocontinuetheirstudiesintheDoctoralCourse.Itisalso

waivedforstudentscompletingaMaster’sCourseinthisGraduateSchoolinSeptember2012

whowishtocontinuetheirstudiesintheDoctoralCourse.

⒝ AnnualTuitionFee：535,800yen(firstsemesterinstallment267,900yen；secondsemester

installment267,900yen)

Notes：

１．Thereareschemesinplaceforexemption,deferredpaymentandloanofEnrollmentFeeand

TuitionFeeamounts.Youneedtoapplyfortheseschemesbeforepayingyourfees：please

contacttheStudentAssistanceGroupintheStudentAssistanceDivision(telephone097-

554-7386)ifyouareinterested.

２．Uponrequest,thesecondsemesterinstallmentoftheTuitionFeecanbepaidatthesame

timeasthefirstsemesterinstallment.

－49－



３．TheEnrollmentFeeandTuitionFeeamountsaresubjecttorevision.IftheTuitionFeeis

revisedwhileyouareenrolledattheUniversity,youwillberequiredtopaythenew

amount.

４．JapaneseGovernmentScholarshiprecipientsdonotneedtopaythesefees.

10．ImportantNotes
⑴ Testroomseatingplanswillbedistributedonthedayofthescholasticabilitytest.

⑵ ApplicantstakingthewrittentestforRegularAdmissionsorSpecialAdmissionsfor

InternationalStudentsshouldassembleattheStudentAffairsSectionoftheFacultyof

Engineeringby8:40a.m.onthedayofthetest.

⑶ ApplicantstakingthetestforSpecialAdmissionsforWorkingAdultsshouldassembleatthe

StudentAffairsSectionoftheFacultyofEngineeringby1：10p.m.onthedayofthetest.

⑷ Incompleteapplicationdocumentswillnotbeaccepted.

⑸ ApplicationdocumentsandApplicationFeeswillnotbereturnedorrefundedunderany

circumstancesaftertheyhavebeenreceived.

⑹ Youmayuseacomputerorwordprocessortoprintyourresponsesonthedesignatedforms.

⑺ Foreachofthefollowingapplicationdocuments,ratherthanusingtheoriginaldesignated

form,youmaysubmitadocumentproducedonacomputerorwordprocessorinthesameformatas

thedesignatedform:AbstractofMaster’sThesis,Statementof(Intended)ResearchPlans,

WorkHistory(forSpecialAdmissionsforWorkingAdults),EnrollmentAuthorization(for

SpecialAdmissionsforWorkingAdults),ApplicantEligibilityScreeningRequest(for

recognitionofeligibilitytoapply),ApplicantEligibilityScreeningInformationForm

(forrecognitionofeligibilitytoapply),StatementofResearchAchievements(for

recognitionofeligibilitytoapply).Electronicversionsofthedesignatedformsforthe

abovedocumentsareavailablefordownloadfromtheOitaUniversitywebsiteinMicrosoft

WordforWindowsformat.Fordetails,pleasecontacttheEntranceExaminationDivision

(telephone097-554-6701).

⑻ Allpersonalinformationcontainedinapplicationdocumentssubmittedbyapplicantswillbe

handledinaccordancewiththeActontheProtectionofPersonalInformationHeldby

IndependentAdministrativeAgencies,etc.andtheOitaUniversityPersonalInformation

ProtectionPolicy.Suchinformationwillonlybeusedinworkassociatedwiththeselection

ofapplicantsforadmissionandincidentalworksuchasstatisticalprocessing,andin

screeningprocessesforthosewhohaveappliedforEnrollmentFeeandTuitionFeeexemptions

(ordeferredpayment)andscholarships.

⑼ Applicantsfoundtohaveincludedfalseinformationintheirapplicationsmayhavetheir

admissioninvalidated,eveniftheyhavealreadyenrolled
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InformationforallApplicants

DoctoralCourseApplicantEligibilityScreening,
OitaUniversityGraduateSchoolofEngineering

Long-termStudySystem

AdvanceConsultationforApplicantswithDisabilities,etc.

EducationandResearchAreasintheDoctoralCourse

OitaUniversityLocationandCampusMap





DoctoralCourseApplicantEligibilityScreening,
OitaUniversityGraduateSchoolofEngineering

１．IfyouhavenotcompletedaMaster’sdegreeandareapplyingundereligibilityconditions⑷or⑸

ofpage33,43ofAdmissionGuide,youwillneedtoundergoanApplicantEligibilityScreeningin

theGraduateSchoolofEngineeringpriortosubmittingyourformalapplication.Aftercontacting

theEntranceExaminationDivisiontodiscussyourcaseinadvance,pleaseprepareaApplicant

EligibilityScreeningRequest,ApplicantEligibilityScreeningInformationForm,Statementof

ResearchAchievements,certificateofgraduationandonecopyorseparateprintingofeachof

yourresearchpapers,etc.,andsubmitthesedocumentstotheEntranceExaminationDivision

duringthefollowingperiodoftime.（Copiesandseparateprintingsofresearchpapers,etc.

willbereturnedtoyoulater.）ElectronicversionsoftheApplicantEligibilityScreening

RequestandotherdesignatedformsareavailablefordownloadfromtheOitaUniversitywebsite

inMicrosoftWordforWindowsformat.Fordetails,pleasecontacttheEntranceExamination

Division（telephone097-554-6701）.

Firstapplication ：July5,2011（Tue）～July12,2011（Tue）

Secondapplication：January12,2012（Thu）～January19,2012（Thu）

Thirdapplication ：February6,2012（Mon）～February28,2012（Tue）

２．YouwillbenotifiedoftheresultsofyourApplicantEligibilityScreeningbyThursdayJuly21,

2011.

【secondapplication：January26,2012（Thu） Thirdapplication：February28,2012（Tue）】

３．Pleasedonotstarttheformalapplicationprocessuntilyouhavereceivedtheresultsofyour

ApplicantEligibilityScreening.

Long-termStudySystem
WorkingadultsandothersadmittedtotheDoctoralCourseintheOitaUniversityGraduateSchoolof

EngineeringmaybepermittedtomakeuseoftheLong-termStudySystem.

Thissystemallowsstudentswhofinditdifficulttostudyfull-timeattheuniversityduetowork

commitmentsorotherspecialcircumstancestoremainenrolledinexcessofthestandardtermof

completion（3yearsfortheDoctoralCourse）,undertakinganorganizedcourseofstudyand

completingtheCourseintheirpreferredterm,whichcanbeanythingbetween3years6monthsand6

years.TuitionFeesarecalculatedonaproratabasisinaccordancewiththeterminvolved.

ThefollowingstudentsareeligiblefortheLong-termStudySystem:

1 WorkingAdultstudents

2 StudentsadmittedbytheDeanoftheGraduateSchooltohavespecialneedtoaccessthesystem

Ifyouwishtomakeuseofthissystem,youwillneedtoapplywhencompletingenrollmentprocedures

orwithinoneyearafterenrolling.
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AdvanceConsultationforApplicantswithDisabilities,etc.

Individualswithdisabilitiesandotherspecialneedswhowishtogainadmissiontotheuniversity

andmayrequirespecialconsiderationinentranceexaminationsandstudyafterenrollmentshould

preparealetter（nodesignatedformat）outliningthefollowingmatters.Thislettershouldbe

submittedtotheEntranceExaminationDivisionbyFridayJuly29,2011,accompaniedbyamedical

certificate.

【Secondapplication:February2,2012（Fri）Thirdapplication:March7,2012（Wed）】

・Thenatureandextentofthedisability

・Formofspecialconsiderationrequestedduringtheentranceexaminationprocess

・Formofspecialconsiderationrequestedwhilestudyingattheuniversity

・Everydaylivingconditionsand/oranyotherpertinentinformation

EducationandResearchAreasintheDoctoralCourse
１．OutlineoftheDepartment
DepartmentofMaterialsScienceandProductionEngineering

Inthisprogramweexaminematerialsasbasicfunctionalelementsconstitutingourcontemporary

society.Weconductresearchandcarryouteducationalactivitiestogainanunderstandingofthe

functionsofmaterialsanddevelopmentofproductiontechniques,aswellastechnologyforthe

generationandprocessingofthevarioustypesofdataassociatedwiththesematerials.

Progressinscienceandtechnologytodatehasbeensustainedbythediscoveryofnewmaterialsand

thedevelopmentofbettertechniquesforproducingthem.Theidentificationandefficientproduction

ofmaterialswithnovelapplicationshasoperatedinturntogeneratenewtechnology,enablingmass

productionandfuelingadvancementsinindustry.Thedemandformaterialsforuseinfrontier

technologyfieldshasbeenintensifyinginrecentyears.Asaresult,weneedtodevelopcreative

productiontechniquesthatuseideasandapproachesdifferentfromthoseemployedtodate.

Henceforth,ratherthantreatingeachstageofthedevelopmentprocessseparately,wemustconceive

systemsthatincorporateeverythingfromthedesignofmaterialswithnewfunctions,through

manufacturingtechnologytorealizethesefunctions,toproductionprocessesthatmakehigh-quality

massproductionpossible.EducationandresearchinthisDivisionaddressestheseissuesofnew

materialsdevelopment,productiontechniquesandsystematization.

ThethreemajorcoursesintheDepartmentofMaterialsScienceandProductionEngineeringareas

follows.

○ IntelligentMaterials

Inthiscoursestudentswillstudythesynthesisandidentificationoffunctionalpropertiesof

high-functionalitymaterialsthatholdthekeytofuturetechnologicalinnovation.Thisincludes

therealizationofadvancedfunctionalityforexistinginorganic,organicandmacromolecular

materialsandcombinationsthereof,thesynthesis,designandevaluationofnewceramics,
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magneticmaterialsandothernewsubstancesaswellasenergyconversionmaterials,andthe

relationshipsbetweenthestructureandfunctionofmaterials.

○ ProductionProcess

Inthiscoursestudentsstudythesystematizationofproductionprocess,includingsystematic

approachestodesignandproductionflownecessaryinthedevelopmentofrevolutionary

productiontechnology,analysisofdynamiccharacteristicsoftheproductionprocessand

developmentofprecisionmanufacturingtechniques,togetherwithautomaticcontrol,power

supplyandothersystemstomakethesedevelopmentspossible.

○ ProductionManagement

Inthiscoursestudentsstudythesystematizationofproductionprocessesrightthroughfrom

developmenttomanufacture.Thisincludesproductqualitycontrolmethods,mathematical

programminginmanufacturingprocesses,informationandcommunicationsystemscrucialtothe

advancementofcomputerization,paralleldistributedprocessingnecessaryinmanagementand

efficiencygainsinproductionprocessesandsystems-includinginhumanterms,database

systems,andsoftwareengineering.

DepartmentofEnergyandEnvironmentalEngineering

Theaimofeducationandresearchoftheprogramsinthisdepartmentistogainanunderstandingof

theenvironmentalimpactsofhumanactivities.Thefocusoftheseprogramsistoinvestigatethe

relationshipbetweenenergyandenvironment,planninganddesignoflivableenvironments,

informationsystemstocontrolenvironments,andsupportforintellectualactivity.

Theincreaseinindustrialproductionactivityalongwithadvancesinscienceandtechnologyhas

broughtrapidchangestoourenvironmentinwhichhumanslive.Ourenvironmentwaspreviously

thoughttohaveaninfinitecapacitytoabsorbthisproductionactivity;butnow,wearebeginningto

feelseriousenvironmentaleffectsonaglobalscale,underliningthepressingneedforamore

harmonizedapproachtodevelopment.Ontheotherhand,thedemandformorecomfortableliving

environmentsisgrowinginlinewithadvancesinlivingstandardsandtheriseoftheinformation

society.Inordertoaddressthesesocialneeds,ratherthanrelyingonsimpleproblem-solving

approaches,weneedtoadoptapproachesbasedonergonomicsandinformationandsystemsscienceto

createagreeablenaturalenvironmentthatarebalancedwithman-madeenvironments.Inthis

departmentthemaingoalofeducationandresearchistoexaminearrangeofenvironmental

issuesfromthestandpointsofenergy,environmentaldesignandenvironmentalinformation.

ThethreemajorcoursesinthedepartmentofEnergyandEnvironmentalEngineeringareasfollows.

○ EnergySystem

Thiscoursewilltakeanintegratedapproachtoissuesincludingthegeneration,transportation,

storageandconsumptionofenergy,pursuingeducationandresearchonsystemstomakeeffective

useofenergy.Topicsaddressedincludemeasurementandcontrolofdischargeplasma,energy

storageusingsuperconductors,developmentofelectromagneticmeasuringsystems,andcontrol
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ofenergysystems.

○ EnvironmentalDesign

Thiscoursewillfocusonissuesinenvironmentaldesignandcontrol,includingthedesignof

amenablelivingenvironments,housingandfacilitiesplanningtoachieveimprovementsin

environment,

structuralandearthquake-resistantdesign,constructionmaterialsandbuildingtechnology,

ameliorationofwaterenvironmentsusingmicroorganisms,effectiveuseofnewbiotechnology,

andthedevelopmentofglobalenvironmentalconservationtechnologiesemployingbioreactors.

○ EnvironmentalInformation

Researchandeducationinthiscoursewillexaminetheinformation-intensivesocietyand

systemsthatarebasedonapproachestothedevelopmentoflivingenvironments.Studentswill

studyfundamentalareasofinformationscience,fieldsrelatedtohuman-machinesystemssuchas

machinelearning,humaninterfaces,knowledgeintelligencesystems,pan-urbanenvironment

designandtherelationshipbetweenresourcedandenvironment.

２．DoctorCourseEducationandResearchAreasandSubjects
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InstructorsSubjectsOffered
EducationandResearchField

C
o
u
r
s
e

D
i
v
i
s
i
o
n DescriptionName

MasatoEnokizono

TakashiTodaka

TakahisaOkino

YojiMashiko

TomoyukiNagaya

ToshioSakuma

KeijiImado

AdvancedMagneticPhenomena

Engineering

AdvancedMagneticMaterials

AdvancedMathematicalScience

Advance Analysis and evaluation

technologyforsemiconductordevices

AdvancedNonlinearDynamics

ProcessingandPropertiesofSmart

Materials

AdvancedBiomechanics

Education and research in

magnetic engineering,

crystallography, X-ray

crystallography, magnetic

resonance crystallography,

magnetic measurement and

electromagnetic field analysis

for the development and

application of new functional

materialsandelementsandthe

explication of functional

mechanisms of magnetic and

dielectricmaterials.

Electronic

Material

Science
I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
t
M
a
t
e
r
i
a
l
s

M
a
t
e
r
i
a
l
s
S
c
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e
n
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e
a
n
d
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g

MasahiroToyoda

YutakaAmao

KatutoshiNagaoka

TomokiTsumura

AdvancedCarbonMaterials

AdvancedBiofunctionalChemistry

ChemistryofFunctionalMaterials

AdvancedCeramicsManufacturing

Educationandresearchonthe

propertiesofcarbonmaterials

andequilibriumandinteraction

intheformationofcomplexes

necessary for understanding

inorganic material properties

andmolecularrecognition.

Engineering

ofFunctional

Inorganic

Materials

SeijiUjie

KokoroIio

TakanoriInoue

YasushiOga

MasayaMoriyama

AdvancedPolymerMaterials

AdvancedFunctionalOrganicMaterials

MechanisticInvestigationofOrganic

Molecules

Advanced Theoretical Organic

Chemistry

Advanced Organic Materials

Engineering

Education and research to

comprehend concepts and

engineeringapplicationsinthe

areasofmoleculardevicedesign

and higher-order functional

mechanisms of high-functioning

polymers,mechanismsoforganic

chemical reactions, and basic

functions and applications of

organiccompounds.

Engineering

ofFunctional

Organic

Materials
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InstructorsSubjectsOffered
EducationandResearchField

C
o
u
r
s
e

D
i
v
i
s
i
o
n DescriptionName

MasahiroGoto
AppliedMechanicssendStrengthof

Solids

Educationandresearchonthe

strength and failure of

structural members, evaluation

offatiguedamageofmaterials,

and organization of design

methodsforthecomponentsof

machinesandstructures.

Mechanics

andDesign

P
r
o
d
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c
t
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n
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o
c
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s
s
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n
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TakahiroRyu

KazuhisaKinosita

YujiGoto

TakujiKosaka

Applied Theory of Mechanical

Vibration

AdvancedSurfaceEngineering

Advanced Nonlinear Electromagnetic

Engineering

AdvancedMathematicalSimulation

Education and research on

surface manufacturing methods

andprecisionproblemsingears

andothermachinerycomponents,

dynamic responseofmechanical

devicesandconstructions,and

particularly comprehension,

analysismethodsandmeasurement

techniques for nonlinear

vibrationphenomena.

Measurement

Engineering

KatsunariShibata

TakamiMatsuo

TakashiNabeshima

AdvancedLearningofControlSystems

Modeling and Analysis of Control

Processes

ElectricEnergyConversion

Educationandresearchonsystem

power circuits, energy

conversionthroughtheswitching

method,andtheoreticalanalysis

ofrobustsystemidentification

technology and fuzzy-neuro

controltechniques.

Electronic

Control

Systems

Engineering

YasuhikoTanaka
Algebraic Theory for Information

Science

We will take algebraic

approaches to discrete

mathematicalstructuressuchas

codes, designs, and graphs.

Propertiesofgroupsactingon

those structures have central

roles in our analyses. As a

result, we will arrive at a

startingpointtoafusionof

algebraanddiscretegeometry．

Mathematical

Analysis

P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

TsuyoshiKawaguchi

ShoichiFutamura

ParallelComputingSystems

AdvancedDatabaseSystems

Education and research on

parallelcomputerprocessingand

control methods, parallel

programminglanguages,andbasic

theoriesandmethodsintheuse

ofdatabases.

Computer

Systems

MitsuruTanaka

TakatoKudo

KazuyukiYoshida

HiroakiNishino

MasafumiKoga

Advanced Electromagnetic Wave

Engineering

ApplicationofElectromagneticWaves

AdvancedLinearProgramming

AdvancedVisualInformatics

Wide-bandOpticalNetworks

Education and research

concerning the analysis and

application of electromagnetic

wave motion data

characteristics, computer

networkdesignprinciplesusing

UNIX,andsupportsystemsfor

parallelprogrammingrelatedto

coordinatedmotion.

Information

Network
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InstructorsSubjectsOffered
EducationandResearchField

C
o
u
r
s
e

D
i
v
i
s
i
o
n DescriptionName

HidemiYamada

HiromitsuHamakawa

KimitoshiTanoue

AdvancedTurbulentPhenomenaEngineering

AppliedFluidMechanics

AdvancedReactingFlowMechanics

Education and research toward

explication of physical

phenomenasurroundingdifferent

types of shock waves and the

medical and engineering

applications thereof; and

explication of the fluid-

acousticandvibratoryphenomena

surroundingmachineryemploying

flow technology and control,

design methods and reactions

associatedtherewith.

Thermo-Fluid

Engineering

E
n
e
r
g
y
S
y
s
t
e
m

E
n
e
r
g
y
a
n
d
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g

MitsuoIwamoto
Advanced Computational Transport

Phenomena

Educationandresearchonbasic

equations and calculation

methodsfornumericalanalytical

treatment of heat and fluid

flows,substancediffusionand

other transport phenomena in

varioustypesof

Numerical

HeatTransfer

Engineering

KokichiOgawa
AdvancedTheoryofElectromagnetic

force

Education and research for

explication of the physical

characteristics of linear

motors and devices using

electromagneticforce

Electric

Energy

MakotoHamamoto

ToshikazuOkubo

SeijiKanazawa

Advanced Electric Discharge and

PlasmaEngineering

Advanced Electro hydrodynamic

Analysis

AdvancedElectrostatics

Education and research on

dischargeplasmaandmethodsfor

the measurement thereof,

equipment employing

electrostatic charging and

electro hydrodynamic transport

of powders and bubbles, and

electrostatic phenomena in

liquidcrystals.

Discharge

Plasma

Engineering

MasakiManabe

YoshihiroSuzuki

AdvancedArchitecturalEnvironmental

Design

AdvancedTheoryofHumanWelfare

EnvironmentDesign

Educationandresearchondesign

methods in areas such as

sunlight, artificial lighting

andheatinginhousing,living

facilities, urban development

and architectural environments

attunedtotheneedsofthose

withhandicaps,particularlythe

elderly

Architectural

Designand

Environmental

Plan

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
D
e
s
i
g
n YoshiakiSato

MasafumiInoue

KenjiKikuchi

TosihiroOtani

AdvancedConcreteTechnology

DesignofWoodenStructures

Advanced Structural Design of

CompositeStructures

AdvancedBuildingMaterials

Education and research on

structuralplanningandanalysis

methodsformembranestructures,

concrete durability, design

methods for compositional

structures combining concrete

and other materials, and

structural design methods for

woodenstructures.

Structural

Designand

Material

Design
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InstructorsSubjectsOffered
EducationandResearchField

C
o
u
r
s
e

D
i
v
i
s
i
o
n DescriptionName

YuichiIshikawa

MakotoHirata

TaizoUda

EmiHifumi

Advanced Bio functional Molecular

Assembly

AdvancedBioproductionEngineering

AdvancedMolecularEngineering

AdvancedAntibodyEngineering

Education and research on

biochemicalcharacteristicsand

molecular organization and

organisms.

Environmental

Bioengineering

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
D
e
s
i
g
n

E
n
e
r
g
y
a
n
d
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g

HidetakaIkeuchiAdvancedHumanMovementAnalysis

Education and research on

measurement of human movement

forrehabilitationandwelfare

engineering applications, and

rehabilitation and living

supportenvironmentdesign.

HumanLife

Support-

Technology

SeijiSato

ToruOtsuru

YujiKobayashi

ReijiTomiku

HumanMovingAnalysis

AdvancedArchitecturalAcoustics

Advanced Spatial Information

Engineering

AdvancedArchitecturalEnvironmental

System

Educationandresearchonthe

formation of thermal and

atmospheric environments of

buildingsurroundsandindoors,

the physical makeup of urban

spaces,populationdistribution

andurbanlanduse,andurban

soundfieldanalysisandnoise

pollutioncontrol.

Environmental

Engineering

andUrban

Design

E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

TetsuroIto

NaomichiSueda

YoshimichiOchi

SizueIzumi

DesignofIntelligentModels

AdvancedKnowledgeManagement

AdvancedBiomedicalDataAnalysis

Advanced Experimental Designs for

BiomedicalData

Researchandeducationonthe

applicationofalgebraictheory

to information engineering,

modeling of intelligent human

behavior, natural language,

diagrammatic and image

processing, knowledge-sharing,

knowledge extraction, and

biomedicaldataanalysis.

Intelligence

Information

MasanoriAkita
Advanced Processing of Speech and

Hearing

Researchandeducationonthe

development of intelligent

computersoftware,andauditory

informationprocessingcentered

on the processing of noise,

vibrations,voicesandbuilding

acoustics, speech recognition

andspeechsynthesis.

Human

Interface
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大分大学位置図及び学内案内図
大分大学旦野原キャンパス位置図

Kokura
Tokiwa
Dept

Oita stn

Nippo Line

Hohi Line

Miyazaki

Oita riverOita river
Tokiwa
Dept

Kyudai line

Oita Stn

Takio

Oitadaigaku
Iriguchi

OitadaigakumaeOitadaigakumae

Oitadaigaku
seimon

大分中心部
Route 10Oitadaigakumae

Oitadaigaku

Oitadaigaku
seimon

Sikido

Oitadaigaku
UNIVERSITY

旦野原キャンパス案内図

●交通アクセス
＜ＪＲ利用＞
ＪＲ豊肥本線「大分大学前駅」下車（大分駅より約12分：240円）

大分バス トキハデパート前から「高江ニュータウン」・大南団地」又は「大分大学」行きを利用。
「大分大学」又は「大分大学正門」下車…（約40分：360円），又は「戸次，臼杵，竹田，佐伯」行き等を利用。
「大分大学入口」下車…（約40分：350円），工学部まで徒歩約15分。

＜バス利用＞

大分大学入口案内図

バスのりば案内図

男子寮

Gymnasium

Parking

第3体育館

教養教育棟 福利施設
駐車場 工学部

教育福祉科学部棟

学生会館

守衛所

バリアフリー歩道

附属図書館
文化系サークル

共用施設

第1体育館

学生寮
Dormitory for Students

経済学部棟
Faculty of Economics

Student HallStudent Hall

Gate keeper

Oita Daigaku Mae Central gate

Administration Bureau

University Library Liberal Arts Education

Faculty of Education and Welfare Science

Entrance
Examination
Division

Gymnasium

Parking

第2体育館
第3体育館

教養教育棟 福利施設
駐車場 工学部

工学部
管理棟

教育福祉科学部棟

技術実習棟

駐車場

実験研究棟
「大分大学」
バス停留所

経済学部棟

学生会館

守衛所

バリアフリー歩道

1Ｆ
入試課

大分大学
前駅

音楽棟 工学部集合場所

附属図書館
文化系サークル

共用施設

「大分大学正門」
バス停留所

正門

事務局

「大分大学入口」
バス停留所

国道10号線Route10

市
道

鴛
野
旦
野
原
線

＜ＪＲ利用＞
ＪＲ「大分大学前駅」から，徒歩約15分

大分バス「大分大学入口」から，徒歩約15分
＜バス利用＞

N

Route10

Oitadaigaku
UNIVERSITY

Oitadaigaku Iriguchi

（Transportation from Downtown）
⑴Train： At Oita Station, change to the JR Hohi Line from the JR Nippo Line and get off at Oitadaigakumae

Station. The faculty of Engineering is about a 15 minute walk.
⑵ Bus： Take a city bus for Oita Daigaku or Dainandanchi at the bus stop in front of Tokiwa

Department Store and get off at Oita Daigaku (one way, 360yen). Any bus bound for Hetsugi,
Usuki, Taketa, and Saiki is also available from the same bus stop to Oita Daigaku Iriguchi (one
way, 350yen, about 40 minutes). The Faculty of Engineering (Kogakubu) is a 15 minute walk
from the bus stop you get off.

⑶ Taxi： A taxi from Oita Station takes about 25 minutes and costs about 2,500yen.

Oitadaigakumae

Oita river

oita portoita portoita port

Route10
Route10
Route10

Faculty of Engineering OfficeFaculty of Engineering Office

Faculty of EngineeringFaculty of EngineeringFaculty of Engineering

Faculty of Economics

Dormitory for Students

Entrance
Examination
Division

University Library Liberal Arts Education

Faculty of Education and Welfare Science

Student Hall

Administration Bureau

Oita Daigaku Mae

Oitadaigaku Iriguchi

Central gate




